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SynopsIS  

Soilarthropods（695genera）and snails（13genera）were collectedfrom33different environ－  

mentsin Borneo．Among them，many generaOfgamasidmites，Oribatidmites，termites，StaPhylinid  

beetles，PSelaphid beetles and ants were foundtobe most sensitive toenvironmentalchangesby  

humanimpacts・Ninety－nine generawere selected as the animals which maybe used as biological  

indicators（Tab】e31）．Destruction of naturalforest by shifting cu】tivation and recovery of  

environments were discussed considering disappearance and re－appearanCe Of these animalgenera  

（Fig．4）．（Seealso English summary at the end of this paper）  

ボルネオに限定せず，熱帯アジア全体に地域を拡げ  

ると，なおいくつかの注目すべき研究がある。渡辺  

（1966）は熱帯地方における土壌動物研究の従来の成  

果についての総説の中で，東南アジアに関してはDa－  

mmerman（1925，1937）のインドネシアの島々にお  

ける調査，OginoどょαJ．（1965）のタイにおける調査  

などを紹介している。その後，Watanabeetal．（1966），  

渡辺・Saichuae（1967），Takeda（1981）などにより  

タイにおける調査が活発に行われ，マレーシアにおい  

てもBullock（1967），Chiba et al．（1975）により，  

ソロモン群島においてはGreenslade ＆ Greens］ade  

（1968，1980）により貴重な成果が得られている。   

これらの研究全般についていえることは，その研究  

目的が土壌動物による二次生産力の推定，またほ土壌  

動物量の季節変化，深度分布，垂直分布などにあり，  

土壌動物を綱・目などの大まかな分類単位によって類  

別し，それぞれの動物群を量的に把握し，比較しよう  

としていることである。もちろん，このような研究の  

方向ほ今後の発展が大いに期待されるところである  

は じ め に  

熱帯アジアの中でも，ボルネオほ土壌動物の研究に  

関して最も未開拓な地帯である。この地方における最  

初の土壌動物学的調査ほImadat昌＆Kira（1964）に  

よるものであり，ノ東南アジアの各地域において調査し  

た資料の中にサラワク・ブルネイ ・サ／ミの土壌動物に  

関するものが含まれている。特に，ダニとトビムシの  

個体数に関する指数（Ap＋CpおよびAp／Cp）は多  

くの研究者の興味をそそった。Kitazawa（1971）ほさ  

まざまな森林帯の土壌動物の量と機能の比較の中で，  

熱帯多雨林における例として北ボルネオの調査結果を  

出している。また，Co11ins（1980）ほサラワクの低地  

から高地への変化にともなう土壌動物相の変化を追求  

すると同時に，熱帯林の土壌動物相の特徴を日ごとに  

記している。これらの報告以外にほ，ボルネオにおけ  

る土壌動物学的研究はないようであり，特にボルネオ  

島の大部分を占めるインドネシア領（カリマンタン）  

での調査ほ皆無といってよい。  

＊ 本研究は文部省科学研究費補助金（海外学術調査）による。   

This studyis supported by Grant－in－Aid for Overseas Scientific Survey from the Ministry of Education，   

Science and Culture．  

＊＊横浜国立大学環境科学研究センター土壌環境生物学研究室   

Department of SoilZoology，Institute of EnvjronmentalScience and Technology，Yokohama National   

University，Yokohama（1982年1月30日受訴）   
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表6 ヤドリダニ類の各属の生態分布（同定者：石川和男・平松信夫）  

Table6 Ecologicaldistribution of gamasid mite genera（Acari：Gamasida）（det．by K．IsHIKAWA  

and N．HIRAMATSU）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
自  然  林   

division  
二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

Uropo血  ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  十  十 十  ＋  ＋  十  

rr～g㈹祝γOpO血  十  ＋ ＋ ＋   ＋ 十 十 ＋  ＋ ＋  ＋   

〟αCrOCんeJeぷ   

（逝〝氾5～pん0∫deざ   

G川鳳陀〃M  

Pざe祝dopαγαざf√混ざ  

創ywh）d～5C祝5  

Po（わcよme～Jα  

月ん0（fαCαγ〟5   

月0′〟れ血占αJogんfα   

βeγα～opん0γ〟β  

Lけ00ゐ0即eJJα   

Podocざれ．〟m   

Cんefro5eg混ざ  

エα5～0ざef〟g  ＋＋＋＋  

PropαγんoJα叩祝J〟5  

〟αCγ0（ゴざ乃〟Cん〃5  

凡rんoJα5p〟JIJ5  

允γα5J～㍑5  

♪emdγOJαeJ叩g  

肋～祝regderね  

且扉肌汗那  

乙存0αC豪f乃fα  

PγOC才oJαeJ叩ざ  

（元m“oJαeJ叩5  

励pαγんoJα叩〟J祝5  

属数分計Total  16 81415131612 918  9161311  1113  9 6  1113  1614  1113※  1012 7 6 5  16 ※ 6   

※Bo－26，Bo－42はイトダニ類以外の資料が作業スミで混合してしまった。本表には記録していないが．Bo－26およびBo－42の両   

資料中にRん0血cαγ〟5，OJogα〝∽ざ祝ざ，的poα5如ざ，上αβざ05eざα5，CんeわⅥざe∫αβ，仇Jα叩αJ〟ざ，5eノ祝βの7属が含まれている。   
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ず，自然林に厳密に限定されるわけでほないが，自然  

林と強く結びついた属として（砂f∫′んoc申んe〟∫（イブシ  

ダニ科の一属）およびCo∫′チエ0んg”柁α乃乃∫d（コノハツキ  

ノワダニ属）が認められる。二次林までも含めると，  

ル払gッαrfα（コソデダニ科の一属），Erg／乃0占gJ∂α（クモ  

スケダニ属），乃α∫椚0∂αfg∫（ツノカクシダニ属）など  

がかなり自然性の高い環境を好む属とみなされる。分  

布をずっと拡げ，低木林にまで生息するものとして  

ほ，月わJJんgr′乃α乃乃よα（ニオウダニ属），5〟乃ゐzgJβ∫  

（コソデダニ科の一属），f表中Joヱgfe∫（コソデダニ属），  

G（血〝ヱ〝eJJα（フリソデダニモドキ属）ほかの10属が認  

められた。更に分布を拡げ，焼畑を除いて自然林から  

チガヤ草原にまで生息するものとして，∂oJ∫cんgrピ〝乙α一  

e〟∫（ヒョウタンイカダニ属），月br〝ヱα乃乃feJJα（ドビン  

ダニ属），〃呼J呼如んオrαCαr〟∫（タチゲイレコダニ属）  

ほかの7属がある。   

調査した環境区分全体に最も広く分布するものとし  

て，和才o占αfg∫（ナガコソデダニ属），G（血∽乃α（フリ  

ソデダニ属），励ゐピタorfみαfg5（オト ヒメダニ属），  

q好ぬ（ツブダニ属），Ro∫frogg′β∫（ツノコソデダニ  

属），エα′WJJoみαfe∫（カブトダニ科の一属），fセナ官αJ〟－  

／ノ£乃α（ナミフリソデダニ属）の7属が認められた。こ  

れら最後の属群のダニほ日本でも極めて広い範囲の環  

境に生息するものがほとんどであるが，エα∽β〝0占αfg∫  

のみは熱帯特有の広分布属といえ享う。   

環境区分の両端，すなわち自然林と草地・焼畑を除  

いた中間の代償林に出現頻度の高い属というのもあっ  

て，几射げOgβgg∫（ヤッコダニ属），卑fJoん∽α乃れよα（ハ  

ラミゾダニ属），Gよ紬fc呼んg〟∫（ミナミイブシダニ属），  

月α∫∫／0みgJ占α（カゴセオイダニ属）などの8属がこれに  

該当した。∧屯∫∠αCα7一〟∫ほ海岸林に特徴的であった。  

（7）クモ類（真正クモ日Araneae）〔表9〕   

Lehtinen博士の同定により計48属が確認されたが，  

未確定属も多く，それを含めると計81属になる。全記  

録の78％が見つけどり法，22％がツルグレン法による  

ものである。全般的にみて，クモ類の分布ほ環境区分  

と明瞭な対応関係を示さない。自然林から焼畑まで最  

も広範囲に出現したものとして Gα椚α∫0′アユOJやんα（ダ  

ニグモ属），ムcん乃0巧γ7一ピ〟∫（ヨロイグモ属），E〟アブ0・  

〆∫（カニヒメグモ属），CoJgo∫0〝エα（サヤヒメグモ属）  

などの属があるが，どちらかというと，ムcゐ刀0£／ひrβ〟∫  

ほ自然林に，j払り明症は自然林以外の環境に片寄り  

をみせて分布していた。f鬼才β7・坤0ゐ（アシダカグモ  

属）および GJβ〃Og乃αfんα（アズマヒメアシナガグモ  

属）は自然性の高いほうの環境に多く，低木林から焼  

畑までの区分にほ見いだされなかった。逆に，Oe成g・  

71α亡んα（フクログモ料の一属），Cfg乃〟∫（シボブモ科の   

てチガヤ草原まで生息する属としてほ，0／ogα／Jヱα∫〟∫  

（コシボソダニ料の一属），Gb／ナエα∫ゆんf∫（コシボソダ  

ニ科の一属），Rん0ゐcαr〟∫（コシボソダニ属），鮎′〝乃一  

‘ああαJqgカブα（マルイトダニ属），∂g和才車力∂r〟∫（イト  

ダニ科の一属）の諸属がある。さらに焼畑まで分布を  

拡大し，調査した環境区分のほとんど全てに生息して  

いたものとして，勧0α車f∫（ホソトゲダニ属），Uro－  

0占0γgJJα（クマゴイトダニ属），A∫Cα（アトツノダニ  

属），jも（わc∫乃〟7ル（ウデナガダニ属），Cんgfro∫eよ〟∫（キ  

カソダニ属）などがあった。特異な分布を示すものと  

して q助伽血（イトダニ科の一属）があり，これは  

チガヤ草原のみに出現した。ヱもrんoJα車〟J〟∫（ホコダニ  

属）および肋gゆf鹿rgα（イトダニ科の一属）の2属  

は自然林のみから得られているが頻度が低く，自然林  

のみに強い結びつきを示す属ほ全くないといってよ  

い。  

（5）ケダニ類（ケダニ目Actinedida）〔表7〕   

芝実氏の同定により計36属が確認された。すべてツ  

ルグレン法により採集されたものである。全般的にみ  

て，特定の環境に片寄りを示して分布する属が少な  

く，ケダニ類の環境指標性ほ，ここでは′J、さいものと  

判断される。特に，Rん稽古成α（アギトダニ属），乃一0－  

fgrg〟〃gβ∫（ハシリダニ科の一属），飽oc〝乃αエ0～（お∫（オ  

ソイダニ科の一属），入b乃OrCんβ∫fβ∫（ハネトビダニ属），  

E呼0鹿∫（ハシリダニ属），j㌔g〟（わc〟乃α∬α（オソイダ  

ニ科の一属）などの属ほ自然林から焼畑まで広範囲に  

頻度高く出現した。ヤドリダニ類においては自然林か  

ら低木林・海岸林までに分布し，それ以外にほ出現し  

ないという属がいくつか明確に区別されたが，ケダニ  

顆にあってほ，そのような性質の属はほとんどみあた  

らない。自然林のみに強く結びつく属も全くない。他  

の環境には出現し，自然林には出現しなかった属とし  

てはC〟乃α∬α（オソイダニ属）と j㌔e〟（ぁろ0乃gfα（オ  

ソイダニ科の一属）があるが，これも出現頻度が低  

く，明確に識別されるものでほない。エf〃呼0（ゐ∫（テ  

ナガハシリダニ属）と 7も7や乃αごα7一〟∫（ヨコシマチビダ  

ニ属）ほ二次林だけで見出されている。他のダニ類と  

異なり，ケダニ類の属数合計の平均は自然林で最も低  

い（6．6属）のが特色であった。また，1地点のみの  

出現属が4属しかなかったのも特徴的である。  

（6）ササラダ＝類（ササラダニ目Oribatida）  

〔表8〕   

青木の同定により91属が確認された。一つの目とし  

てほ甲虫類（201属）に次いで属数の多い群であっ  

た。すべてツルグレン法により採集されたものであ  

る。全般的にヤドリダニ類よりも更に環境区分との対  

応が明瞭で，環境指標性の高い群とみなされる。ま  
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表7 ケダニ類の各属の生態分布（同定老：芝 実）  

Table7 Ecologicaldistribution ofactinedid mite genera（Acari：Actinedida）（det．by M．SHIBA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   
Environmental  

（H）   

division   自  然  林   二次林  人工林  陽性 二次  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ葦原  焼 畑   
林  

調査地点番号（BoINo．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

月んαgJdJα  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 十 十  ＋ 十 十 ＋  ＋ 十  ＋  

Pγ0才ere混和e～e5  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十  ＋ ＋  十 ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋ ＋  十 ＋ ＋ ＋ ＋  十 ＋ ＋ ＋   

＋   ＋   

肋moγCんeざ～eざ   ＋ ＋  十  ＋ ＋ ＋  ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  十 ＋  ＋＋  ＋  ＋  ＋  ＋    ＋   

軸odeざ   ＋  十 ＋  十 ＋  ＋ 十 ＋   ＋  ＋十  十  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋  十   

PβetJdocI上皿∬α   十  ＋  ＋  ＋  ＋ ＋ ＋  ＋  －ト  ＋  十    ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ 十   

β7m∫cんαeJ7α   ＋   ＋   ＋ 十 十  ＋ －ト ＋ ＋ ＋  ＋   

エor（ブαJycんαβ   十    ＋ ＋  ＋  ＋  ＋   ＋   

Cocco～封de〟5   十  ＋   十  ＋ ＋  ＋ 十  ＋  ＋  ＋   ＋ ＋ 十   十   

埴ムαナナぐ〟ざ  ＋  ＋  ＋  十  十＋  ＋  

上射eJJα  ＋   ＋  ＋   ＋ 十  ＋＋＋＋  ＋  

〃fcγ0～γOm占～d～〟m   ＋ ＋  十   ＋ ＋   ＋十  ＋  

Sffg〝氾e〟ざ   ＋   ＋  十 ＋  ＋  ＋ 十   ＋  

rγOmム～c〟Jα  ＋  ＋  ＋  ＋  －ト  

C㍑几α∬α  ＋  ＋  ＋＋  1一＋  

Eγeyme～e5  十  ＋＋  ＋  ＋＋  
5pんαerOJ～cん〟ざ  ＋  ＋  ＋  ＋  ＋  

Scgγ祝Jα  ＋  ＋＋  ＋  ＋  

7bdelJぶ  ＋  ＋  

dJ～corんαgfα  ＋  ＋  ＋  

P5e〟doゐ0乃Zfα  ＋  ＋  ＋  十＋  
Pγ0托e〝∽～〟ざ  ＋  ＋＋  ＋  

エe（fer爪〟eJJer～α  ＋  ＋   ＋  ＋  

PseαdocんeyJ〟ぷ  ＋  ＋＋＋  
CんegJe≠fα  ＋  ＋十  

SpeJeorcんeβ吉eざ  ＋  ＋  ＋  

Coc印γんαg浦α  ＋  ＋  

エ～托OpOdeざ  ＋十  

7壱rp乃αCαγ〟ざ  ＋＋  

Cγ〟p～ogmα～ん〟ざ  ＋  ＋   

rrom占eJJα  ＋  ＋  

dfom〟β  ＋  ＋  

Eγle〝10〃汀Omゐf〟m  ＋  

〔祈脚加血雅  ＋  

〟oJcofγ0〝l占fd～祝m  ＋  

Ecん～乃0～ゐれ）mゐg〟m  ＋  

属数合計Total  9 4 5 8 9 6 4 6 8  21121311  714  511  916  1410  7．1211  121161212  5 9 411  
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表8 ササラダニ類の各属の生態分布（同定老：青木淳一）  

Table8 Ecologicaldistribution of oribatidmite genera（Acari：Oribatida）（det．byJ．AoKI）   

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   しHl   （Ⅰ）   

Environmental   
自  然  林   

division  
二次林  人工林  陽作 二   次林   果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4，5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

（わg∫～んocepんe混ざ  ＋  

C（）5mOんeγ〝氾几乃∫α  ＋   

〃αgyαγね  十十＋＋十＋十＋＋  

EγemO占eJムα  ＋＋＋＋＋＋  ＋  

PJα5mOムαfeざ  ＋＋＋＋ ＋＋   一十  

創yJJんeγW乃氾≠α  ＋ ＋  ＋   

S〟托dαヱefe5   ＋ ＋   ＋   」   

肋〆oze～eざ   ＋  十  

GIJ祝mrleJJα   ＋ ＋ ＋ ＋ ＋    ＋ ＋  ＋ 十  ＋  ＋＋  ＋  ＋  ＋  

Acγ0～ocepんe祝ざ  ＋ ＋ ＋ ＋    ＋ ＋ ＋  ＋ －ト  ＋  ＋  

ApopJopん0γα   ＋  ＋  ＋ト  ＋  

血相加山頂ふ   ＋  十  ＋    ＋ ＋  ＋   ＋  

〟αぶ貴んeγ打沼乃れZα  十    一十  ＋  ＋ ＋   ＋＋  ＋＋  

エgo（ブeざ   ＋    ＋ ＋ ＋ ＋  ＋  ＋ 十  十  十   ＋  

耶J占eγe〝氾e〟∫  十 ＋ 十 ＋  －ト  ＋   ＋  ＋  ＋  ＋  

〃gcγOZe才e5  十   十 十 ＋  十 ＋   十  十 十   ＋   

助言～0ん〝氾〃托fα   ＋   十    ＋  ＋ ＋  ＋  ＋  十 十   ＋  

Gよ占ゐfcepんe混ざ  ＋   ＋  ＋  ＋   

励5fJoゐeJムα  ＋＋  ＋   十  

仇・〟αmerぴβ  ＋  ＋                                         一十   

凡55ere〝l祝β  ＋＋  ＋  ＋  

ヱ九mprよeJJα  ＋＋  ＋  ＋  

Ze～0γCんe古君e5  ＋＋   －ト   

〃eざ～αCαγ〟g  ＋ ＋  

ガoJ～cんeγe〝旭e′〟β  十  ＋    ＋   

〃eγmαれ〃よeJJα   十 ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 十  十 十  ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  十   ＋   

〃opgo〆孟ムよγαCα川5  ＋    ＋ 十 十 ＋ ＋ 十  ＋   ＋十  ＋  十    ＋   

月んy50けgfJα   ＋    ＋    ＋ ＋ 一十   ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋  1一 十 ＋  十  ＋   

rec～ocepんeαざ   ＋ ＋ ＋ ＋    十   十   ＋ ＋  ＋ ＋  十 ＋   ＋  ＋ ＋ 十＋   

S祝C～0ゐeJ占eJJα  ＋  十 ＋ 十    ＋  ＋ ＋ 十 十  十 ＋  ＋  ＋   ＋  ＋ 十   

〃eoγ～ムαfe5  一十 ＋    －ト ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋   ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋  

鞄Jo占αre5  十 十 ＋ 十 十 十 十 ＋ 十  十 ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  十 ＋  十 十  ＋ ＋  十 十 ＋  十  十  ＋    ＋   

（諭／〟〝川け   十 ＋ ＋ 十1一 －ト  ＋ ＋  十 十 十 ＋  ＋ ＋  十 十  十 ＋  十 十  十 十 ＋  十 ＋ ＋ 十   ＋   

ScんeJoγよ占αfeざ  ＋ 十 ＋ ＋＋ ＋ 十 ＋ ＋  ＋  十  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  十  十 十 ＋ ＋ 十  ＋    一十   

（初血   ＋ ＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  十＋  ＋十  ＋  十  ＋ ＋  ＋十   ＋   

月0ざ豪roze露eざ   十 十 ＋十＋ ＋ ＋  ＋  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  十  ＋＋  ＋  ＋  ＋  ＋＋＋   ＋    ＋   

エαmeJJo占α£eざ   ＋ ＋ ＋    十 ＋ ＋  ＋ 十 ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋  ＋十   十  十   ＋ 十   

PergαJ〟′m〃α  ＋  ＋ 十 ＋  ＋ ＋ ＋  ＋ 十  ＋  ＋ ＋  ＋  十 ＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋   ＋  

Eγeml止胴  ＋  ＋  十   ＋ ＋   ＋＋  ＋   

EoんダpOC如ん㈹～〃5   ＋ ＋  ＋   ＋ ＋  1 ＋  ＋  十＋十  ＋   

〟egαJo～ocepんe〟ぶ  ＋  ＋    十    ＋  ＋ ＋   ＋  ＋   ＋  ＋   十  

〃opJopゐoreJJα   ＋  ＋   ＋ ＋  1－  ＋＋   

〟∫cγOfegαe〝ざ   ＋ 十  ＋ 十 ＋   」一 ＋  十  ト   ＋   ＋   

S祝Cfd占eJゐfJα   」  ＋ 十   ＋  ＋  ＋   十   

丁もgeoze～e5   十 ＋ ＋  ＋   ＋  ＋＋  ＋  十 ＋   

了1んypocん～ん㈹よ祝β   十   十  ＋  ＋＋   ＋ 十  ＋  



356  

S～αCんyo押fα   ＋   ＋  ＋   ＋＋  ＋ ＋ ＋  十   

〟erf5f¢Cαrα5  ＋  ＋   

Aぴ5～rocαrαムod郎   ＋＋＋ ＋＋   十  ＋  十   

Cyr亡んer和也研ぎα  ＋＋  十＋  －ト  ＋  十  

PJαferewetJざ  ＋  ＋＋  ＋  ＋  

鞄pん0ムeJゐα  ＋＋ ＋  十  

CぴJfrorfふ祝Jα  ＋  ＋  

〟αJαC（〉托0才んr〟ざ  ＋  ＋  ＋  ＋  

舘cfere，個etJざ  ＋十  ＋  ＋  

月んy乃亡んor言古¢feざ  ＋＋＋  ＋  

〃efer（）ふeJふα  ＋  ＋  ＋  

几ムerocepんew5  ＋  ＋  十＋  

A〃即相浦¶膵  ＋  ＋＋  ＋  

AJJoヱe～eざ  
＋  ＋  十＋  

Eree〃α  
＋  ＋  

Or∫ふ0けf～fα  十 ＋  ＋  

〟∫cγ¢け言方∫α  ＋  ＋  ＋  

■′l軌■…l■  ＋  ＋  ＋  

Jα〃αCαrぴ5  
＋  」  ＋  

Ceγαf叩p柑  ＋  ＋  

和良eJJα  ＋  ＋  

Ac祝才dzefe5  ＋ ＋  

Jdfoヱe豪e5  ＋  ＋  

Glrαムodeぶ  ＋  ＋  

C川0ヱefeざ  ＋  ＋  

Cepんe〟ざ  ＋  

E㍑rOβ紬Cepんe混β  ＋  

βeJムα  十  

St化～0占eJゐα  ＋  

〟αCん呪eJJα  ＋  

伽αdro押ね  ＋  

助さんocepんe〟ざ  ＋  

E叩eJop5  ＋   

仇御駆血  ＋  

創～んよrαCαr〟ざ？  
＋  

恥細別血？  ＋  

飽如上JαCα川ぶ  ＋  

凡ざOCep九elJ∫  ＋   

〟αJαCOα柁geJね  ＋  

〃ergβfoJoんmα肌言α？  
＋  

〟epfαCαr〝β  
＋  

rr〟れCOpeざ  
＋  

J托do～r言古Jα  
＋  

〟即扇h病因  
十  

EγemdePZeJg5  
＋   

属数合計Total  2920■35303822223235  33362428  3034  828  2226  4224  192017  22151026 6  3 0112  
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表9 真正クモ類の各属の生態分布（同定老‥P．レーティネン）  

Table9 Ecologicaldistribution of spider genera（Araneae）（det．by P．LEHTINEN）   

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental  
division   自  然  林   二次林  人工林  陽性 ニ二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

G川旧βOmO叩んα  十  ＋ ＋ ＋ ＋  十 十  ＋■  十  十 ＋   十 ＋  ＋   ＋  ＋   ＋   

JβCん乃0～んyγe混ざ  十 ＋  ＋ 十 ＋ 十 ＋ ＋  十 十 ＋  十 ＋  ＋  ＋   ＋   

品γ〟0がぶ   ＋ ＋  十  ＋    ＋十  
〃efe川pO血  ＋ ＋十＋＋十  十 ＋  ＋  

AムJem，W  ＋ ＋  ＋＋＋  ＋＋  ＋ ＋   

5foγe†氾   十  十   十  ＋   ＋  十  ＋  

S址仙cJα   ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋  ＋ 十   

CoJeogomα   ＋    ＋  ＋  ＋  ＋  

エetJC助ge  十十  ＋  ＋  ＋  

Oed7g乃αfんα  十  十十  

C～eれ混ざ  十  十＋  十  ＋  

βJoJe乃f〃5  十  十＋  ＋  

GJe乃OgI励んα  十 ＋＋  ＋  

5gざie〟′んe5  ＋ ＋  ＋＋  

（わopαeα  十  ＋  ＋  

Aγg≠ope  ＋  ＋  

l有れ0乃fα  十  十  十  

0丁・デん0ム〝Jα  ＋ ＋  

CorJ乃門Om〝∽  十  ＋  

ん川射血  ＋＋  

月γ∫gmoJfeJJα  ＋  ＋  

CycJoざα  ＋  ＋  

脱ogc（）れα  ＋  十  

Orcんeβチア乃α  十 十  

ム汀玩ね  t  ＋  

塾流血那  ＋  

SJmo乃αγαCゐ押e  十  

rγαCんeJαg  ＋  

封別項妨叩肌  ＋  

Pge〟血省叩∫g  ＋  

血明血加  十  

ん明流血血  十  

d亡んαeαrα乃eα  ＋  

用omog†lα′んα  ＋   

CryがOfんeJe  十  

（九ダOpeg  ＋  

Cんγyぶ～肋  ＋  

ZeれOdoγ〟5  ＋  

meoナJ〝氾  ＋  

Tt〟rα刑混ざ  ＋  

乃oreJJfoJα  ート  

上y5αれfd  ＋  

CαWrfc〟ざ  ＋  

J右ppαざα  ＋  

Afんαmαざ  ＋  

Eγfgome  十  

Sナαざ∫押祝5  ＋  

Ttけαgrlαfんα  ＋   

属数合計Total  9 3 5 3 5 7 4 5 4  410 5 9  7 7  4 4  5 9  41  0 9 6  11 914 4  4 3 0 5  
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一属），乃わJβ〃オ〟∫（ハエトリグモ料の一属）などは他  

の環境にはかなり分布しながら，自然林には出現して  

いない。Orcんg∫わ力α（カケジグモ属）とエαrf乃fα（コ  

ガネグモダマシ属）ほ出現頻度ほ低いが，チガヤ草原  

またほ焼畑だけにしか見出されていない。   

Lehtinen 博士からの私信によれは，表にあげた属  

のうち，エビ〟Cα〟gβの一部，Ag・rf（ゆg，q′CJo∫α，入屯0∫－  

co〃α，ぶわJま0〃αrαCん〃g，0エツ呼g∫，Cんり′∫オJJα，Tをfr〟g一  

刀αfんαなどの属は主として樹上性のものと考えられる  

という（これらの属は一時的にリクー中にいたもの，  

または樹上から落下したものが採集された可能性があ  

るが，いずれも出現頻度ほたいへん低い）。また，  

LtysaniaおよびI互坤a5aほ空地（open habitat）を  

好むものであるという（今回の調査でほ両属ともチガ  

ヤ草原のみから得られている）。また，（車中αgαの一  

部，fなβ〟ゐ乃（ゆオ∫，乃goわ〝ヱα などほ人間の居住地近  

くを好む（anthropochorous）ものであるという。科  

として最も出現頻度の高いものはムcん乃0晦′7‾β〟∫や  

Gα椚α∫0〝ヱ07ニクんαを含むクマゴグモ科，次いでE〟7二γ一  

坤f∫やCoJgo∫07′～αを含むヒメグモ科であった。Co－  

11ins（1980）もSarawak における土壌動物調査にお  

いて最も広汎な分布を示すクモはクマゴグモ科であっ  

たと述べている。  

（8）ヤイトムシ類（ヤイトムシ目Schizomida）  

〔表10〕   

Lehtinen博士の同定によりSbhi3”muSl属のみが  

確認された。日本では琉球列島および小笠原諸島にし  

かみられない亜熱帯～熱帯系の動物である。合計採集  

頭数は10頭のみで，2種を含んでいる。その分布は各  

環境区分に低頻度で散在しており，環境との関係は不  

明である。  

（9）等脚類（等脚目Isopoda）〔表11〕   

計9属が確認された。全記録の2／3ほ見つけどり法  

により，1／3はツルグレン法によるものである。出現  

頻度ほ比較的高いが，環境区分による分布の片寄りは  

ほとんど見られない。Oniscidae（ハマワラジムシ科）  

のSten坤IeonosciaやSbt‘ゆhora，Armadillidae科の  

A7・madulo（コシビロダンゴムシ属），Cylisticidae料  

のq血液別の 4属は自然林から焼畑までのほとん  

どあらゆる環掛こ出現している。残りの5属ほ出現頻  

度はずっと減少し，やはり特定の環境区分との結びつ  

きを示さない。温帯域での従来の研究結果を考えると  

等脚頼でこのような結果が得られたことほ，かなり意  

外であった。   

等脚目以外の甲殻莱副ま，端脚目がBo－37の海岸林で  

たった1頭採集されたのみであった。Sarawakにおけ  

るCollins（1980）の調査でも端脚日ほ全く採集され  

ておらず，熱帯においてほこの目の動物の生息が極め  

表10 ヤイトムシ類の生態分布（同定老‥P．レーティネソ）  

TablelO Ecologicaldistribution of schizomid genera（Schizomida）（det・byP・LEHTINEN）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
自  然  林   

division  
二次林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

5cんfzo所以ざ   十   ＋  ＋  ＋  ＋  ＋  ＋   

属数合計Total  0 0 0 010 0 0 0  0 0 01  01  01  0 0  1 0  10 0  0 0 0 0 0  010 0   

表11等脚類の各属の生態分布（同定老‥布村 昇）  

TablellEcologicaldistribution ofisopod genera（Isopoda）（det．dy N・NuNOMURA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （p）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
division   自  然  林   二 次林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

5～e乃OpJeo乃0ざCJα  ＋  ＋ ＋ ＋  ＋   ＋ 十  ＋  ＋ ＋   ＋  ＋ ＋  十 ＋  ＋ ＋   十   

」「机飢右／Jo   ＋  ＋  ＋   ＋  ＋ ＋  ＋＋  ＋   

Cれ抽両肌   ＋  ＋   ＋  ＋ ＋  ＋   ＋   

5eナ叩んorα  ＋ ＋＋  ＋  ＋  十十  ＋  

J血glJγ鋸ざ  ＋  ＋  ＋   

Pぶe〟dopんfJo5Cね  ＋  ＋  

Acα乃～んod∫JJo  

＋  

＋   ＋  

上epチOpんfJoβCfα？  ＋  

Emgdod富加？  ＋   

属数合計Total  1212 312 2 0  313 2  3 3  01  3 3  4 2  12 3  3 4 0 2 0  211．1  
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った。すなわち，ムカデ顆にほどこにでも生息してい  

る属と，極めて出現頻度の低い属とがあるが，特定の  

環境と強い結びつきを示すものは一つもなかったこと  

になる。  

（‖）ヤスデ類（倍脚綱Diplopoda）〔表13〕   

高野光男氏の同定により計22属が確認された。全記  

録の60％近くが見つけどり法により，残りの40％あま  

りがツルグレン法によるものである。ルわ乃Ogr呼ん～∫  

（フサヤスデ属）ほ自然林から焼畑まで広く出現して  

いる。次いで，07・fん0′′707やんα（ヤケヤスデ科の一属），  

て少ないものと推定される。  

（10）ムカデ類（眉脚綱Chilopoda）〔表12〕   

高野光男氏の同定により計10属が確認された。全記  

録の約2／3が見つけどり法により，約1／3がツルグレ  

ン法によるものである。これら10属のうち，几ね壷加－  

c呼んαJ〟∫（ナガズジムカデ属），拗f呼∫（メナシム  

カデ属），エα〝ひCfg∫（トゲイシムカデ属），0ね∫毎研〟∫  

（7オムカデ属）の4属ほ自然林から焼畑まで広範囲  

に出現した。しかし，残りの6属は極めて出現頻度が  

低く，1地点からのみ見いだされたものが大部分であ   

表12 ムカデ類の各属の生態分布（同定老：高野光男）  

Table12 Ecologicaldistribution of centipede genera  （Chilopoda）（det．by M．TAKANO）  

環 境 区 分   （A）  （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
division   自  然  林  二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  氏木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7   17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

〟ecf5～ocep厄～混ざ    十  ＋  ＋ ＋    ＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋   ＋  十 十  十 十  十   ＋ 十   

Cγyp才叩β  ＋ ＋    ＋ ＋ ＋ 十 ＋  ＋ 十   ＋                                 ＋  
＋  ＋  ＋   ＋   ＋   

エαm〟Cfe∫  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋   ＋ ＋  ＋  ＋   十  ＋   

仇05～fgm混ざ  ＋  ＋   ＋  ＋  

乃ere〃㈹e〝∽  ＋  十  

⊥f才ん0ゐf〟仇  ＋   

5cβJ叩gⅢわ・α  ＋  

5coJopocr〟pfopg  ＋  

Eり10mO5方言g〝m5  ＋ 

エぎれOfαe－1fα  ＋  

属数合計Total  4 3 212 2 2 2 3   14 21  3 4  31  31  51  212  2 210 0  310 0   

表13 ヤスデ類の各属の生態分布（同定者‥高野光男）  

Table13 Ecologicaldistribution ofmi11ipede genera（Diplopoda）（det．by M．TAKANO）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environ汀Iental   
自  然  林   

陽性  

division  
∴次林  人工林   二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地一た番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

〃om）gr呼んざざ   ＋   ＋ ＋  ＋  ＋  十  

0γ亡んomo叩んd  ＋ 十十＋十  ＋  ＋  

AmpeJodeざm混ざ  ＋＋  

励c〃乃dyJ〃deざ∽α∫？  十  ＋十  ＋  

（わざ50汗e！祝5  ＋＋  ＋  

4叩肌加那  ＋  ＋  

0∬ざ血5  ＋  ＋  

Tr～go71f〟J混ざ  ＋  十  

エopんodeざm祝ざ  十  

邦e乃αCOpO川5  十  

仇よβC（）deβmtJ5  ＋  

几混γOpJ混ざ  ＋  

CⅧ坤椚明血  ＋  

Cγyp～odeβ爪祝β  ＋  

丹叫何奴肌  ＋  

Pe■γ0乃Orぐん〟5  ＋   

PoJ〟∬乃混ざ  ＋   

β0乃～れOZOれf祝の  ＋   

凸）γα〟∬〃含  十  

〟0γlαCんod（，5m〟ぶ  ＋  

肋pJogoれ050mα  ＋  

血γOJ混ざ  ＋  

属数合計Total  3 013 212 21  13 3 2  2 2  01  31  31  13 0  3 0 210  0 0 21  
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A′／ゆβわ（尭∫′J～〟∫（ハガヤスデ属），E‡JCO乃亘yJo（克∫7Jヱぞ′∫  

（ウチカケヤスデ属）などがやや高い出現頻度を示す  

が，これらの属はチガヤ草原や焼畑からは見出されな  

かった。（妙f∫0打e∠〟∫（ヨロイヤスデ科の一属）は人  

工林と果樹園にだけみられた。月rα秒rんαC～′∫（アバラ  

ヤスデ属）は体長8cmほどにも達する大形種であるが  

（図3H），果樹園に特に多いように思われた。他の17  

属の出現頻度ほ極めて低く，生息場と環境区分との関  

係ほ不明である。   

なお，調査地点以外の場所，すなわちSotek村の宿  

舎周辺やPemantus山の中腹でほ，巨大なクマヤスデ  

が採集され（図3E，F），篠原圭三郎氏により秘方α－  

erobelum sp．（Sphaeropoeidae科）と同定された。  

（12）ヤスデモドキ類（少脚綱Pauropoda）〔表14〕   

高野光男氏の同定により E〟りやα〟r呼〟∫（オビヤス  

デモドキ属）と 乃α〟〝～αJ（少α〟7・呼〟∫（クマヤスデモド  

キ属）の2属が認められ，いずれもオビヤスデモドキ  

科に属するもので，日本に多いヤスデモドキ料に属す  

る軟弱白色のものほ見られなかった。すべてツルグレ  

ン法により採集されたものである。全体に出現頻度が  

小さいのでほっきりしないが，自然性の高い環境のほ  

うを好むらしい。分布の中心は自然林にあり，二次林  

や果樹園でも少しみいだされている。  

（13）結合類（結合綱Symphyla）〔表15〕   

計2属のみがみいだされ，全記録の70％あまりがツ  

ルグレン法によるものである。月あ脚政‰（ナミコ  

ムカデ属）は自然林から焼畑まで広範囲に生息してい  

るが，自然林における出現頻度が特に高い。励〟′よ－  

ggrgJ／α（ミゾコムカデ属）も，出現頻度は低いが自然  

林を好むものらしく，Camp Pemantusの自然林と  

Mangarbesarの海岸林（自然林）の2地点からしか採  

集されていない。  

（14）シミ筆頁（シミ目Thysanura）〔表16〕   

町田龍一郎氏の同定によりイシノミ科の2属が確認  

された。記録は少ないが，見っけどり法とツルグレン  

法の2法でほぼ半々ずつが採集された。全体に出現頻  

表14 ヤスデモドキ類の各属の生態分布（同定者：高野光男）  

Table14 Ecologicaldistribution of pauropod genera（Pauropoda）（det．by M．TAKANO）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   しH）   

Environmental  
自  然  林   

陽作  
division  

二次林  人工林   ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4■5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

励rypα祝γ叩混ざ  十＋ ＋  十  

乃α祝mαfop肌rOp混ざ     ＋  ＋  ＋  

属数合計Total  10 0 110 0 2 0  0 0 01  0 0  0 0  01  0 0  0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 0   

表15 結合類の各属の生態分布（同定老‥高野光男）  

Table15 Ecologicaldistribution of symphilid genera（Symphyla）（det．by M．TAKANO）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
自  然  林   

陽件  
division  ∴次林  人工林   ∴次林  低木林  果樹園  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

J血那eれfeJJα  十＋＋十十十＋  十   ＋  ＋  ＋ 十   十   

5ctJf∫gereJJα  ＋   ＋  

属数合計Total  0 01211111  0110  0 0  10  0 

表16 シミ類の各属の生態分布（同定老：町田龍一郎）  

Table16 Ecologicaldistribution of bronze－fly genera（Thysanura）（det．by R．MACHIDA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   tH）   （Ⅰ）   

Environmental   
division   自  然  林   ∴二次林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  24302911－31  18202633   

〟α亡んfJoれ～〟g  十 ＋  ＋   

〟αCんJJeJJ〟β  ＋  ＋  

属数介計Total  0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 010  0 0  0 0  11  10  0 01  0 0 0 0 0  0 0 0 0  
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表け トビムシ類の各属の生態分布（同定老：田中真倍）  

Table17Ecologicaldistribution of springtailgenera（Collembola）（det．by S．TANAKA）   

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   
Environmental   

（H）   （Ⅰ）  

division   自  然  林   二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ葦原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

上e如docyγCtJざ   十 ＋ ＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋  ＋ 十 ＋ 十  ＋ ＋  十 ＋  十．十  ＋ ＋  ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ 十  ＋ ＋ ＋ ＋   

Jざ0～omfeJJα   十 十 十 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 十  ＋ ＋ 十 十  ＋ ＋  ＋ 十  ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋ 十  ＋  ＋ 十 ＋  ＋ ＋ ＋ 十   

Pざe祝do5ぎ乃eJJα  ＋ ＋ ＋ 十 十 ＋ 十 ＋ ＋  ＋ ＋ 十 十  十 ＋  ＋ ＋  ＋ 十  十  ＋  ＋  十 ＋ ＋ 十 ＋  ＋ 十 ＋ ＋   

Pγb～jo～0〝沼   ＋ 十  ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 十  十 ＋ 十  ＋ ＋  ＋十  

凡JざOm7deざ   ＋  ＋ 十 ＋ 十  ＋ ＋  ＋ ＋ 十 十  十 十  十 ＋  ＋ 十  ＋ ＋ 十  十 十 十 ＋  ＋ ＋ ＋ ＋   

＋   

Pざe〟dαCん0γ〟Je5  十 ＋ ＋  ＋   ＋  ＋ ＋  ＋  ＋ ＋ ＋  十  ＋   ＋  

助γαれ〟rα   ＋  十 ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  十  ＋ ＋  ＋   ＋  ＋ ＋  十    ＋ ＋   

仇邪心血肌   ＋ 十 ＋ 十 十 ＋  十  ＋ ＋  十  ＋ ＋  ＋  ＋   十  十   

肋m～d∫α   十    ＋  ＋  ＋   ＋十  ＋＋  

れ‘JJムeγg′α   ＋ 十  ＋  ＋  ＋   ＋ 十  ＋  ＋  ＋  ＋十  

伽omfeJJα   ＋ 十 十 ＋ 十 十  ＋ 十  ＋ ＋  十 ＋  ＋   

E“Ⅷ直れh肌胴   ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ 十  ＋＋   ＋  ＋   

5pんαeγJdね   ＋ ＋   ＋   ＋   ＋  ＋  十十  ＋＋  

凡γ0†leJJα   十  ＋ ＋ 十  ＋   ＋  ＋   十  ＋   

月rαC毎570meJJα  ＋  ＋  ＋  ＋   ＋  ＋  十＋   

凡才ざOmJれα   ＋  十  ＋ 十   ＋  十  ＋ 十 十   ＋   十  

PγOpeα肋rα   十 ＋ ＋    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋  十 ＋   

詭叩JJα   ＋  ＋  十  十十  十十  

β～cyγJomJ門α  ＋＋  ＋十  ＋  ＋  

エ0ムeJJα  十＋十  ＋十  十  十  ＋十  

脱ぎo5m7れ～ん〟rtJざ   ＋   ＋  ＋  ＋  十  

PJe7王OJんγJ∬   十    十  ＋  ＋  十  十  ＋  

Ceγαけ∫meγJα  十十 ＋  ＋  ＋  

SαJ／刀α  十十十  ＋  ＋ 十  

〟e5Jγα  ＋  十十＋  

J㌔e〟d叩αγ〃〝eJJα  十＋＋  ＋  

dpんyざα  ＋ 十  ＋  

」（、（川沌〟′r／／〝  ＋  ＋  ＋  

エe〆doc〟rナOJde5  十  ＋  ＋  

加γ力叩OJ∫Jgg  ＋  ＋   

肋JJomfJざ∫α  ＋   ＋   

J50才OmO（～eざ  ＋＋  

助pogα5け〟γα  ＋  

A〃05COp混ざ  ＋  

Cypん0（7eγ祝ざ  十  

かよcγαれOCe氾デγ祝ぶ  ＋  

JざOrOmα  ＋  

Tbmoceγ〟5  ＋  

属数合計Total  201413181417 61615  19151217  1510  817  1517  1314  91715  18 7 51211  6118 9  
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度が低く，ル払cんfJo”如が果樹園に多いこと以外，は  

っきりとした分布傾向はつかめない。  

（15）トビムシ類（トビムシ目Collembola）〔表17〕   

田中真情氏の同定により計39属（12料）が確認され  

た。すべてツルグレン法による記録である。全般的  

に，自然林から焼畑まで広範囲に生息する属がたいへ  

ん多い。特にエ申fぁり7て〟∫（アヤトビムシ科の一属），  

ム0わ／′まよeJJα（ツチトビムシ料の一属），乃β〟‘わ∫f刀gJJα  

（アヤトビムシ科の一属），乃‾Of∫Ofo′J‡α（ツチトビムシ  

科の一属），爪）／∫0∽f虎∫（ツチトビムシ料の一属）の5  

属は全調査地点（33地点）の約85％以上に出現してい  

る。中でもエ申f‘わけrr〟∫は全調査地点から得られて  

おり，このような属ほ他の動物群でほみられなかっ  

た。また，焼畑という環境区分の全5地点に生息して  

いたのは上記5属のトビムシのほかは，ケダニ顆の3  

属だけであった。全39属の過半数が全調査地点の30％  

以上に出現し，1地点出現属がわずかに6属しかいな  

いというのもトビムシ類の特徴で，この地域のトビム  

シ煩が生態的に幅広い適応力をもっていることを示し  

ている。このことは環境指標性が低いことをも意味す  

ることになる。したがって，自然林に強く結びつく属  

というものもほとんどなく，しいていうならば0‘ゐ乃一  

～ビアJα（ヤマトビムシ科の一属）にそのような傾向が認  

められるにすぎない。辿に，他の環境にはかなり出  

現しながら自然林にほ全くみられなかった属として  

βよ伊rわ∽f〃α（マルトビムシ料の一属）をあげること  

ができる。   

田中真悟氏の検討結果によれば，日本と比較して，  

この地方のトビムシ相の全体的特徴として，次のよう  

なことがいえるという。（a）ツチトビムシ料Isotomidae  

などの地中性のものほ日本とあまり変らないようであ  

るが，地表性のものほかなり異なっている。（b）アヤト  

ビムシ科Entomobryidae とヒゲナガトビムシ科Pa－  

ronellidaeの2料の種類が豊富である。（c）ヒメトビム  

シ科Hypogastruridae，シロトビムシ料 Onychiuri－  

dae，トゲトビムシ科Tomoceridaeなど，E］本でほ極  

めて種の豊富な科が貧弱であり，fちや曙α∫け〟7一α（ヒメ  

トビムシ属），れ）研Orピ7てJ∫（トゲトビムシ属），q少力0一  

成r〟∫（アリノストビムシ属）などほ1個体が見出さ  

れたのみであった。  

（16）直麹葉頁（直趨日Orthoptera）〔表18〕   

山崎柄根博士の同定により，Gryllidae（コオロギ  

科），Rhaphidophoridae（カマドゥマ料），Mogoplis－  

tidae（カネタタキ料），Acrididae（／ミック科），Nemo－  

biidae（マダラスズ科），Gryllacrididae（コロギス科），  

Tettigidae（ヒシ／ミック科），Itaridaeの8科が確認さ  

れたが，幼虫がほとんどであったため，属までの同定  

ほ不可能であった。ごく一部のものを除き，見つけど  

り法による採集で得られたものばかりである。コオロ  

ギ科ほ自然林に特に多くみられたが，その他の環掛こ  

もかなり出現した。カマドゥマ料ほ主として二次林に  

みいだされた。  

（17）ハサミムシ類（ノ＼サミムシ目Dermaptera）  

〔表19〕   

山崎柄限博士の同定により，マルムネハサミムシ料  

に属するCαrCわ7呼ん07一αおよびE〟みorg／′fαの2属が  

見いだされた。合計5頭のみであり，環境との関係ほ  

論じられない。自然林の立枯木や倒木に生じたサルノ  

コシカケ頼にほかなり多くのハサミムシが見いだされ  

たが，落葉や土壌の中にほ少ないようである。  

（18）カマキl）類（カマキリ目Mantodea）〔表20〕   

山崎柄根博士の同定により，カマキリ科のA〝？α刀≠才J  

（ヒナカマキリ属）および不明の1属が二次林・海岸  

林・チガヤ草原から合計6頭得られたのみである。い  

ずれも小形な種で，うち2東が成虫であった。  

（19）ゴキブリ類（ゴキブリ目Blattariae）〔表21〕  

表18 直麺類の各科の生態分布（同定老‥山崎柄根）  

TablelS Ecologicaldistribution of crickets and grasshoppers（Orthoptera）（det・by T・YAMASAKI）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
自  然  林   

陽件  
division  ∴次 林  人工林   二二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

Gryllidae  ＋＋＋＋＋＋＋  ＋  ＋  ＋  ＋  

Rhaphidophoridae  ＋十十  ＋  

Mogoplistidae  ＋  ＋   ＋  

Acrididae  ＋  ＋  

Nemobiidae  ＋  

Gry11acrididae  ＋  

Tettigidae  ＋   

Itaridae  ＋  

r村数合計Total  1101211 01  112 0  10  0 0  01  01  111  01 01 0  1 0 3 0  
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表19 ハサミムシ類の各属の生態分布（同定老：山崎柄根）  

Table19 Ecologicaldistribution of earwig genera（Dermaptera）（det．by T．YAMASAKI）   

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
自  然  林   

division  
二二次 林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地．キ番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

GユγC∫几Opん0γα  ＋  ＋ ＋  

E祝ム0γeJJfα  ＋   

属数合計Total   0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0  0 0  0 0  10  0 0  0 0 0  0 0 0 0 0  0 2 01   

表20 カマキリ類の各属の生態分布（同走者：山崎柄根）  

Table20 Ecologicaldistribution of mantis genera（Mantodea）（det．byT．YAMASAKI）  

環 境［天・分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
自  然  林   

division  
ニニ次林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

血Ⅶ而烏  十  ＋ ＋   

Undet．gen．  ＋  

属数合計Total  0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 01  0 0  0 0  0 0  0 0  011  010 0 0  0 0 0 0   

表21ゴキブリ類の各属の生態分布（同定老：朝比奈正二郎）  

Table21Ecologicaldistribution of cockroach genera（Blattariae）（det．by S．AsAHINA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
division   自  然  林   ∴次林  人工林  陽性 ニニ次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

⊥0占0卯eγeJJα？  ＋  ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋＋＋＋  ＋＋  

〃αγgαけeα  ＋＋ 十  ＋十＋   ＋  ＋  

月んgc†10（7α  ＋＋＋＋  ＋＋   

月JαHeJJα  ＋十  十＋   ＋  ＋  

5cαJ～dα  ＋＋ 十  ＋  ＋  ＋   ＋  

軸明血ce  ＋ ＋  

5αJgα乃eα  ＋  ＋  

〃eoざ～〟Jopygα  十  十   

GIナαγα  」  

Peγ∫叩んαeγ〝S  ＋  

勒cれ0ぶざeJ〟ざ  ＋   

〃eゐαγdfmα  ＋  

属数合計Total  41 3 3 2 3114  3 2 21  11  2 2  2 3  1 3  213  12 2 0 2  0 0 31  

朝比奈正二郎博士の同定により計12属が確認され  

た。全記録の87％が見つけどり法により，13％がツル  

グレン法によるものである。最も広範囲に生息してい  

たのが⊥0∂呼fgrgJ／α（フタテンコバネゴキブリ属）と  

思われる属で，人工林と焼畑以外の環境にかなり高い  

頻度で出現した。次いで几ね7官α∠fgα（ツチゴキブリ  

属），R最川肋ゐ（マダラゴキブリ科の一属），βJαfよピ／α  

（チャノミネゴキブリ属），励α／fゐ（フタホシモリゴキ  

ブリ属）の4属の出現度が高かったが，その分布の片  

寄りかたにあまり生態的な意味がみとめられず，人為  

的影響の強弱と分布との関係が明瞭でない。しいてあ  

げれは，月Jαf∠ビgαが自然林でみいだされなかったこと  

くらいであろう。め′′ゆJore（モリゴキブリ属），＆と才一  

gα乃ピα（クチキゴキブリ属），Cα～αrα，fセrオ車αer〟∫ の  

4属ほ自然林のみで発見されたが，いずれも1～2地  

点のみで出現頻度ほ低い。しかし，日本などの温帯ほ  

もちろんのこと，亜熱帯地域とくらべても，ゴキブリ  

という動物群が熱帯地域において全般的に種・個体数  

ともに豊富であることが確かめられた。  

（20）シロアリ類（シロアリ目Isoptera）〔表22〕   

森本桂博士の同定により計14属が確認された。全記  

録の78％が見つけどり法により，22％がツルグレン法  

によるものである。属数は日本の亜熱帯などと比べる  

とほるかに多く，さすがに熱帯であるとの感が深い。   
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表22 シロアリ類の各属の生態分布（同定老：森本 桂）  

Table22 Ecologicaldistribution of termite genera（Isoptera）（det．by K・MoRIMOTO）  

環 境 区 分   （A）  （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
division   自  然  林  ∴次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7   17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

朗用叩砧雨用椚  十＋  ＋  

β㍑Jムざチビγme5  十  ＋ 十  ＋  

PγOC叩γ∫′eγmeざ  ＋＋  

〃0叩JfαJ～feγme5  ＋  

Scんedorん∫門Ofeγmeざ  十  十 十  ＋  十 ＋   ＋  ＋   ＋ 十   

〟～cγ0～eγmeβ  十   ＋  ＋  ＋ ＋  

（九われ才Ofeγme5  ＋   ＋  ＋   

〃αCγ0チeγme5  ＋ ＋ ＋  ＋  ＋   ＋   ＋  ＋  ＋   ＋  十   

J血5祝rffeγme5  ＋ ＋ ＋  ＋  ＋  十  

Perfc叩γ7Jeγme5  ＋＋＋  ＋  

鞠即座川削  ＋   

GJoムffeγme5  十  ＋  

肋γ～Jα陀dオナeγme5  ＋   

〟fcγOC叩γffeγme5  ＋   

属数合計Total  7 2 212 3 413   3131  31  1 6  21  21  2 2 3  11 011  212 2   

表23 チャタムシ類の各科の生態分布（同定者：堤 千里）  

Table23 Ecologicaldistribution of psocid families（Psocoptera）（det．by C．TsuTSUMI）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （り   

Environmental   
division   自  然  林   二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

Lepidopsocidae  ＋ ＋  ＋   ＋  ＋   ＋  

Elipsocidae  十   ＋  

Trogiidae  ＋   ＋  ＋  

Hemipsocidae   ＋  十  

村数合計Total  2101112 0 0  1101  11  2 0  2 0  10  10 0  110 0 0  0 0 0 0   

他動物群にくらべれは属数ほ少ないぼうであるが，量  

的にほアリ類とともに他の動物群を圧倒して多い。出  

現頻度は高くほないが，自然林を好むと思われるもの  

に，βオc〟車f劫β”乃g∫，β〟J∂よfe”〃e∫，丹oc（ゆr加r7〃g∫，  

〃0車〆ねJ如r〝7e∫のいずれもシロアリ料の4属がある。  

逆に，励んe（ゐ7一桁乃Ofer7乃β∫（ミゾガシラシロアリ料の  

一属），几有c7－0め・Jクエβ∫（コキノコシロアリ属），0（わ〃－  

わ′gr7Jエビ∫（キノコシロアリ属）の3属ほむしろ自然林  

を嫌う属のように考えられる。加ゎcrofgr7乃g∫（オオキ  

ノコシロアリ属）および入b∫〟古壷r7J7g∫（テングシロア  

リ属）ほ自然林から焼畑まで広範囲に生息していた。  

森本 桂博士からの私信によれは，全体的にみて，自  

然林の生息種も草原性の種もあまり含まれていないと  

いう。   

Abe（1978）ほマレ「シアのPasoh forest reserve  

の熱帯多雨林における調査で21属のシロアリを報告し  

ている。今回の調査で得られた14属のシロアリのう  

ち，GJo占如r〝ヱg∫をのぞく13属までがPasohからも見  

出されている。Pasohから見出されながら，東カリマ  

ンタンでほみつからなかった属ほ8属あるが，特にこ  

のうちで月b／JヱαJ／0∠g”Jie∫ほ Pasoh では最も多くの  

巣が観察されたものであった。  

（21）チャタテムシ筆頁（チャタテムシ目Psocoptera）  

〔表23〕   

堤千里博士の同定により，Lepidosocidae，Elipso－  

Cidae，Trogiidae（コチャタテ科），Hemipsocidae（ス  

カシチャタテ料）の4科が認められた。しかし，大半  

が幼虫であったため，属までの同定ほ困難であった。  

全記録ほ見つけどり法とツルグレン法によるものが丁  

度半々であった。このうち，Lepidsocidaeほ自然林と  

二次林に多く，他の環境にも広く出現した。焼畑では  

チャタテムシ類は全くみいだされなかった。  

（22）7ザミウマ類（アザミウマ目 Thysanoptera）  

〔蓑24〕   

岡島秀治博士の同定により計10属が確認された。大  

部分がツルグレン法によって採集されたものである。  

このうち，クダアザミウマ科のノ舞g／α〟”Ofんr少∫（菌食  

性の属）ほ自然林のみで，同村の尺ム′一りノ0頭7セ∫（肉   
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表24 アザミウマ類の各属の生態分布（同定老：岡島秀治）  

Table24 Ecologicaldistribution of thrip genera（Thysanoptera）（det・by S・OKAJIMA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
divisjon   自  炊  林   ∴次林  人工林  陽性 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  12213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

〃opJα托dγOrんγfpざ  ＋  十十  十  

dpeJα〟mO～んγ∫pざ  十   

SチJg〝10fん〃’p5  ＋   ＋  

動Ⅶね沌亘卵  ＋ ＋  ＋   

∬αγ叩0～んγfps  ＋  ＋  

PざαJfdofんγ∫p5  ＋  

肋0ゐgeger∫α  ＋  

肋pJo才んγfp5  ＋   

50Jomo托fんγfpざ  ＋  

βoJαC～（わfんγfpざ  ＋   

属数合計Total  11110 0 2 01  01 0 2  0 0  11  10  0 0  0 0 0  1110 0  0111   

表25 カメムシ類の各科の生態分布（同定老‥友国雅章）  

Table25 Ecologicaldistribution of hemipterid bug families（Heteroptera）（det．by M．ToMOKUNI）  

環 境 区 分   
EnvlrOnmental   

（A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）  

division   自  然  林   二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

Reduviidae   ＋  ＋  ＋  ＋  ＋  十 ＋ 十 ＋  ＋  ＋＋  十   －ト   十 ＋ ＋   

Lygaeidae   ＋  ＋ ＋ ＋ 十   ＋  ＋ 十  ＋  ＋  十   十 ＋ ＋   

Dipsocoridae   ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  ＋  ＋  ＋  十   十   

Anthocoridae  ＋＋  ＋  ＋  ト  十＋＋＋  
Miridae  ＋十＋ 十＋   ＋  ＋  

Cydnidae  一ト   ート＋  ＋  

Aradidae  ＋  ＋  ＋  ＋  

Alydidae  十  

Pentatomidae  －ト   ＋十   

Enicocephalidae  十  

科数合計Total  4 2 3 4 3 2 514  2 3 4 3  31  2 3  3 2  21  12 0  0112 0  4 5 41   

食性の属）ほチガヤ草原と焼畑のみでみつかっている  

が，いずれも出現頻度ほ高くないので環境との対応は  

ほっきりしない。岡島秀治博士からの私信によれば，  

この10属のほかに，自然林の2地点からPhlaeothri－  

pidae に属する新属新種と思われるものが採集されて  

いる。また，新種の可能性の高いものが5種も含まれ  

ていて，分類学的には興味ある材料が得られたことに  

なる。  

（23）カメムシ斐頁（異麹亜目 Heteroptera）〔表25〕   

友国雅章氏の同定により計10料が認められたが，幼  

若虫が多く，属までの同定ほ困難であった。全記録の  

54％はツルグレソ法により，残りの46％が見っけどり  

法によるものであった。自然林から焼畑まで最も広範  

囲に生息していたのがReduviidae（サシガメ料），  

Lyaeidae（ナガカメムシ科），Dipsocoridae（ムクゲ  

カメムシ科）の3科であった。このうち，Dipsocori－  

daeはやや自然林に片寄って生息する傾向を示してい  

る。Anthocoridae（ハナカメムシ科）は自然林・人工  

林・チガヤ草原にもいるが，焼畑でほ全調査地点から  

出現している点が注目される。他の動物群と異なり，  

カメムシ類ほ焼畑という環境にもかなり生息している  

ことがわかった。  

（24）オサムシ類（鞘麹目Coleoptera：オサムシ科  

Carabidae）〔表26〕   

田中和夫博士の同定により計16属が確認された。全  

記録の3／4が見っけどり法により，残り1／4がツルグ  

レン法によるものである。オサムシ類の分布はかなり  

環境区分と対応しているようで，まずfもrな0乃α（ホ  

ナシゴミムシ属）およびCo砂0（お∫（モリヒラタゴミ  

ムシ属）の2属が自然林と強い結びつきをもっている  

こと，か∫∫Cr‘ゆeゐ（クビナガゴミムシ族の一属）およ  

び00滋∫（トックリゴミムシ属）ほ人工材・低木林・  

チガヤ草原・焼畑など人為的影響の強いところに多く  

出現すること，fセ”ねgo乃オcα（ツブゴミムシ属）が海  

岸林に多いこと，などである。なれ 表には記してな  

いが，田中和夫博士からの私信によれほ，Bo－41の二   

一一■  
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表26 オサムシ類の各属の生態分布（同定老：田中和夫）  

Table26 Ecologicaldistribution of carabid beetle genera（Coleptera：Carabidae）（det．by K．TANAKA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   
陽性  

（H）   

Environmental  
（Ⅰ）  

自  然  林   
division  二次林  人工林   二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ葦原  焼 畑   

調査地．キ番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

乃cんy5  ＋  ＋＋  ＋  ＋  」－  十 十 十   

Peγ～go几α  ＋＋十十＋＋＋  
か～5Cr叩edα  十   ＋   ＋  

00deざ  ＋＋  ＋＋  

Pe乃fαgO氾fcα  ＋  ＋   ＋＋十  

CoJpo（7eざ  ＋ ＋ ＋十  

A占αCef混ざ  ＋＋   ＋  

5yJe才er  ＋  ＋  十  

〃eJα乃Cんγ0〟5  ＋  ＋  

血5けα  ＋  ＋  

⊥ym托α5ナf5  ＋  ＋  

打卸朝雨伽  ＋  十  

βγαCん～れ〟β  ＋   

rr′cんof～cんれ混ざ  ＋  

（ふeγ0ざJomαざ  ＋  

月乃OmOチαγ混ざ  ＋  

属数合計Total   3 O 3 3 2 O 4 2 5 4 2 3 3 1 2 O 2 3 1 3 2 2 1 1 1 O 1 O 1 O 1 1 1 

次林の土壌から採集されたミズギワゴミムシの一種ほ  

新属新種の可能性の高いものであるという。  

（25）ハネカクシ類（鞘題目Coleoptera：ハネカク  

シ科Staphylinidae）〔表27〕   

渡辺泰明氏および沢田高平博士の同定により計54属  

が確認された。1科としてはアリ科についで最も多く  

の属が得られたものである。全記録の63％が見つけど  

り法により，残りの37％がツルグレン丹こよるものであ  

る。ハネカクシ頼ほ明らかに自然林で属が豊富（平均  

属数10．8）で，他の環境でほ貧弱（平均属数2．0）に  

なる。自然林にかなり強い結びつきをもつ属として，  

Aね7ひg′7αfん〟∫，ぷJ〟∫α，A∫～fJろ〟∫，0こryJピJ〟∫（セスジ  

ハネカクシ属），ぶff／fco‘みr〟∫，jも7一αJoco乃Ofα，E‘真砂ぁー  

〟∫，几飽‘ゐ乃などの属があげられる。A乃0砂J〟∫および  

鱒クg‘毎んオJ〟∫は自然林～二次林に生息する属と考えら  

れる。どの環境区分にも出現頻度の高い属というのほ  

ないが，励g乃〟∫（メダカハネカクシ属）やヱムか元那ほ  

比較的広範囲に生息していた。励坤αg〟∫は自然林で  

も1地点に出現したが，焼畑で最も多くみいだされた。  

（26）アリヅカムシ類（鞘麹目Coleoptera：アリヅ  

カムシ料Pselaphidae）〔表28〕   

田野口康彦氏の同定により計38属が確認された。全  

記録の75％がツルグレン法により，残りの25％が見つ  

けどり法によるものである。この類ほ自然林で最も属  

数が豊富（平均属数5．3）で，二次林でもかなり多い  

（平均属数3．3）が，その他の環境ではずっと少なく  

なる（平均属数1．1）。自然林に多く出現する属とし  

ては掬才Jf呼∫∠∫，fも7一明岬布野一（ダルマアリヅカムシ  

属），j㌔g〟‘ゐ′〝Ofわ′ま〟∫の3属がある。月α′r∠∫才ビア／α も  

自然林の全地点に出現したが，二次林・陽性二次林・  

低木林にもかなり見られ，生息範囲がやや広い。E〟一  

〆鵬お（ナガアリヅカムシ属）は，出現頻度は低いが  

分布範囲は更に広く，チガヤ草原にまでみいだされ  

た。しかし，アリヅカムシ類ほ一般に環境選択性が強  

いらしく，38属中25属が1地点にしか出現していな  

い。  

（27）甲虫類（鞘題目Coleoptera）〔表29〕   

オサムシ科・ハネカクシ科・アリヅカムシ科を除い  

た甲虫類は中根猛彦博士の同定により計96属が確認さ  

れた。全記録の46％が見つけどり法により，残りの54  

％がツルグレン法によるものである。自然林から焼畑  

まで最も広範囲に出現した属としてⅩγJeみor〟∫（キク  

イムシ科の一属），入わ∫∫f成〟77エ（ムクゲキノコムシ科の  

一属），E〟CO乃〃〟∫（ヒメコケムシ属）の3属があげら  

れる。自然林と結びつきの強い属としてほエビひざ∫∠〟′′エ  

（マルミジンムシ属），A（お7一〟∫（ニセクビボソムシ属），  

jセr（加go〃〟∫（マルケシガムシ属），ぶ≠gJf（わfα（キマダ  

ラケシキスイ属），C／f成c㍑∫（コケムシ科の一属），自  

然林から二次林までに多いものとして Agα′揖広〟7／乙  

（マルタマキノコムシ属），Acrofrfcんオ∫（ムクゲキノ  

コムシ科の一属），更に人工林・果樹園・低木林にま  

で分布を拡げているものとして Co′ピ乃f∫（ヒメタマキ  

ノコムシ属），鋤dJ～αg乃〟∫（ムクゲコケムシ属），  

fなαJ〝∽OgC〟∫（セマルヒラタムシ属），CJα・ひ∠cor77α／ffcα  

（ハムシ科の一属），βαgOCg7一α（マメデオキノコムシ  

属），エ呼r呼∫（ヒゲブトゴミムシダマシ属），Co〃αr－   
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表27 ハネカクシ類の各属の生態分布（同定老：渡辺泰明・沢田高平）  

Table27 Ecologicaldistribution of rovebeetle genera（Coleoptera：Staphylinidae）  

（det by H．WATANABE and K・SAWADA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
division   自  然  林   ∴次林  人工林  陽性 二次林  人工林  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号rBo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  243d291131  18202633   

A～α叩g乃αfんα5  十 十＋  

S≠J混ざα  十十 ＋  

Aざ～～Jゐ混ざ  ＋＋十  
0叩feJ祝g  ＋＋＋  
SrfJfco（∫eγ混ざ  十＋ ＋  

凡γαJoco乃0√α  十＋＋ ＋  

且プ叩ん〟β  十＋ ＋＋  ＋  

〟e（わ氾  ＋ ＋＋ ＋  

A別項ル掴  ＋   ＋ 十  ＋  

5epedopム7JIJ5  ＋  ＋ ＋  ＋  

A～んefα  十 ＋ 十 ＋   ＋  ＋  －「   

」∫h、〃〃∫  ＋＋  ＋十  十  

P九7Joγlrん祝5  ＋ ＋  ＋＋  一十  

Pざe〟dopJαれdγJα  ＋  ＋  

5re†1〃5  ＋＋  ＋  ＋  ＋＋  ＋   ＋  

EγCろom〃5  ＋十＋  ＋  ＋＋  

エf叩わⅢざ  ＋十 ＋   十  ＋十  

CαγpeJ′ml上ざ  ＋  ＋   ＋  ＋＋  

PeJ～opreγα  ＋＋  十  ＋  

5copαe〟5  ＋  ＋＋＋  

P′佃pんfJ混ざ  ＋ ＋  ＋  

〃oJoナrocん〟5  ＋ ＋  ＋  

d〝沼〟γ0（ブeγα  十 」  ＋  

乃cんypoγ〟5  十  ＋十  

励Jαgγfα  ト＋  

上0占ocん～J〟ざ  卜 十  

乃∫乃OCノ！α・γ′5  ＋ －ト  

Jγmγfα？  十 ト  

エα才んγ0みf〟m  ＋  ＋  

P5e祝doJ′go′α  ＋ ＋  

〃／mogo7Ⅲ5  ＋ －ト  

エビprαCわ川5  1－  ＋  

dcαれrんα5f～～ム〃5  

Zyrα5  十  

mわ10Cんαγ～ざ  ＋  

GyγOpんqeれ〟  ＋  

〃yJJα印α  ＋  

（恒山車甲高  ＋  

reけα5～∫cfα  ＋  

CppんαJocんαeh‘5  ＋  

050γ～祝ざ  ＋  

reけαム0才力γ〟ざ？  ＋  

PJα如〟5α？  ＋  

か0γyJoこre肋ざ  ＋  

Pざe㍑dorんe～α  ＋  

β～ocん〟ざ  ＋  

Eγざcん50γIf〃S  ＋  

戊γOJepf祝5  ＋  

5f～Jfcop5ざ5  ＋  

Te汗α〆e〝γ〟g  ＋  

f視αCOpんαJJ〟5  ＋  

Ocy〟ざα  ＋  

鳥肌洪叩壷那  ＋  

凡Jαgγfα  －「   

属数合計Total  21101412 8 311117  11213  12  0 2  2 3  13  0 01  0 0 0 2 0  14 6 2   

＿．■   
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表28 アリゾカムシ類の各属の生態分布（同定老：田野口康彦）  

Table2S Ecologicaldistribution ofshort－Wingedmoldbeetle genera（Coleoptera‥Pselaphidae）  

（det．by Y．TANOKUCHI）  

環 境【メェ 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   

Environmental   
I二】 研こ  林   

division  次林   
次林  人工林  陽什 ∴  果樹I毒1  低木林  海樟林  チガヤ葦原  焼 畑   

調査地力番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

創よJ∫op5≠ざ  ＋十＋＋ ＋十  十  

助γαC〟αfん∫geγ  ＋＋  ＋  

P5e〟domofわ肋5  ＋  

月e～cんer！ゐαCん7α  ＋   ＋ ＋ ＋  

飽け∫5feJJα  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋  ＋ ＋  ＋ ＋  ト 十  

且岬Jec～〟5  十  ＋  十  十 ＋  

βわ花eγ〟ざ  ＋＋  ＋  

Tr～ムαざOd～～eざ  ＋  十   ＋  

且呼んJJgop5  ＋＋  ＋   

〃ざれα  十 ＋  

βrαC妬頼血  ＋  十   

CγαJれα  ＋  ＋  

P5e〟doz′ゐ〟5  」  十   

〃～汗αCepんαJα  ト  

PJocαmαγナム円上5  

rγ～ゐα50（fem瓜  ＋  

TγOgαβJer  ＋  

月よムJopo川5  ＋  

7bpんJopγ0占0ざC両5  ＋  

Ze才んopぶよoJα  ＋  

月～γOp汗〟5  ＋  

dcγOCOm〟ざ  ＋  

裁血山元  一十  

βg占Jo〆ecれ柑  ＋  

TbpんJo玩んα5～α  ＋  

Cγαfれ0（feざ  ＋  

Pγ0占05C汀錯  ＋  

』叩mO〆ec～〟ざ  ＋  

Cα〝泊Jd〟ざ  ＋  

ZeJんop51Jざ  ＋  

C（，れfγ0才OW  ＋  

Tbγ1上5  ＋  

鞠亜血が椚m  ＋  

Zefんopざよ〃〟5  ＋  

0（Jo乃拍Jg〟β  ＋  

月5〟mO〆ec′〟5  ＋  

βよ占JoporeJJ〟5  ＋  

Ocfoze亡ん混ざ  ＋  

属数合計Total  113 6 8 3 2 3 5 7  4 3 2 4  1 3  11  11  13  0 01  110 2 0  01 0 3   

久保田政堆氏の同定により計55属が確認された。一  

つの科としてほ最も多くの属を含むものであった。全  

記録の52．5％が見つけどり法により，47．5％がツルグ  

レン法よるものである。今回調査した昆虫類の中で  

ほ，シロアリとともに最も個体数の多い群であった  

が，属の多様さはシロアリをはるかに凌く小ものであ  

る。属数の合計ほ自然林において最大であり，環境へ  

の人為的影響が強まるとともに少しずつ減少してゆく  

ことがわかる。アリ瑛にほ特に自然林に強い結びつき  

を示すものほないが，かfαCα〝｝〝まα（トゲオオハリアリ  

属），月0′んr呼0乃grα，月らβよ（わJ呼‘加乃（ヨコヅナアリ属），   

≠んro∫07花α（ゾウムシ科の一属），Tk正成厄椚（ホソケシ  

デオキノコムシ属），ぶ′β乃fcん乃〟∫（コケムシ科の一属）  

などがある。逆に，自然林にほ出現しない属として  

4夕ゐα乃OC呼んαJ〟∫（ミジンムシダマシ属），入b広乃α（ヒ  

メサルハムシ属），OJなどJJα（ムクゲキノコムシ科の一  

属），肋rf∫′ん〟∫（ケシップサビキコリ属）などがあ  

る。乃一仇力一α∫fgrf〟∫（コメッキムシ科の一属）および  

旅Jocゐαrβ∫（チビドロムシ科の一属）の2属ほ焼畑に  

特徴的に出現している。  

（28）7リ類（膜趨目Hymenoptera：アリ科Form－   

icidae）〔表30〕  
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表29 甲虫類（オサムシ・ハネカクシ ・アリヅカムシ類を除く）の各属の生態分布（同定老：中根猛彦）  

Table29 Ecologicaldistribution of beetle genera（Coleoptera，eXCePt Carabidae，Staphylinidae and  

Pselaphidae）（det．by T．NAKANE）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

EnvironmerLtal   
自  然  林   

division  
二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地点番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

鞄Jeゐ0γ祝β   ＋ ＋ ＋ 十 ＋  ＋ ＋ ＋  ＋   十 ＋  ＋＋  ＋ ＋   ＋    ＋   ＋   

肋55よd～祝m   十  ＋ ＋ 十    ＋ ＋  ＋ ＋ 十  ＋  ＋ ＋  ＋   ＋ ＋ ＋   

血coれ乃α∫   ＋  ＋  ＋ ＋   ＋   十＋  ＋   

エeぴf5g祝m  ＋＋十十＋十＋＋＋  ＋  －ト  

CoJe氾∫5  ＋＋十 ＋＋  ＋  」－  

Sc〟dmαe乃混ざ  ＋ ＋ ＋十  ＋＋  ＋  

L〃om－  ＋＋＋  ＋  ＋  ＋  ＋  

Agα～fd言祝m  ＋＋＋ ＋  

PざαmmOeC混ざ  ＋＋＋  一ト  ＋  

CJαぴ∫coγ几αJf～cα  ＋十 十  ＋  十  

エ∫拍rg〟ざ  ＋十＋  ＋  ＋  

ApんαれOCepんαJ祝β  ＋  ＋＋  

励eocerα  十＋  ＋  ＋  

⊥叩γOpざ  ＋  ＋  十  

月der混ざ  ＋＋十＋  
Co托αγJんγ050mα  十＋＋  ＋  

Tも∬∫d～祝m  ＋  ＋十  ＋  

月cγ0王γfc九～β  ＋＋  ート  

SJem～cんれ〟5  ＋  ＋  

励cα几～祝β  ＋  ＋  十  

P～e乃よd～祝m  ＋  ＋  ＋  

月んgpoムg混ざ  ＋  ＋  ＋  

〃0押α托〟ざ  ＋  ＋  ＋  

八bd∫m  ＋  ＋  ＋  

OJfgeJJα  ＋  十＋  

〃eγ～ざ～ん〟ざ  ＋  ＋  ＋  

PγOdγαざ～eγ～〟ざ  ＋十＋  
Peγαfog㈹〟5  ＋＋  
5～eJ～dofα  十 ＋  

P～f几eJJα  十  ＋  

C∫5  ＋  ＋  

CJ～d∫c〟ざ  ＋＋  

PJα才yp〟ざ  ＋  ＋  

∧kざe〟fんfα  ＋  ＋  

月んypαr〟5  ＋  ＋  

免れeJ祝β  十  ＋  

麒岬右汀汀扉？  十  一ト  

月乃～ん～c混ざ  ＋   ＋  

上hJよ～fcoJα  ＋  十  

Cppんe乃乃0（7eβ  ＋  ＋  

Apogo乃fα  ＋  ＋  

Cγ〟pfopんfJαざ  ＋  ＋  

5汀γα乃祝5  十  ート  

PeJocんαγeざ  ト十   

偶数合計Total  12 81415 9 7121614  6 713 2  9 8  7 6  3 3  910  4 31  8 0 411  810 7 6   

出現1回の属〔No・5〕：CeryloTh Cordylocera，Cyrtogenius，Scaphisoma．〔No8〕：Euryptiliu叫Ih／lastes，Ptomaph。ginus．  

〔No・14〕：Bystodes，Cephennium，Hister〔No15〕：Leptaulax．〔No16〕：Bolbochromus，Clivina，Copelaius，Pseudiste，，  
Shoguna．〔No6〕：Corticarina，Dinoderus，Platydema，Saprosites．〔No．7〕：Crypticus，励thiconus，Oed。Phy，uS，  
m印～ogJypfe5・〔No・17〕：Acγ血ざ，Smよcγαざ？．〔No21〕：βeγ和～oょれα．〔No34〕：AⅧγ〟g〝l混ざ，βeγ∴叩～α，肋Joざ加pん〟ざ，  

Sfe血fγ〟pe5・〔No・10〕：〟e脚em混ざ・〔No25〕：馳m叩Jeαγ〟ざ・〔No・1〕：〟ec～ざ拍Ceγ〟5？．〔No13〕：〟〟JJoceγ叫拘れCんαe↑肌，  

Sfeれ油Ⅶ如5．〔No・19〕：舶0几よざCん～α5？，βよpんy肋ざ．〔No27〕：C㈹Odeγ鋸5，C鮮血川．〔No24〕：Ac～～d∫〟叫伽ocんよJぴ5，  

〔Nn29〕：〃ycん0血71混ざ，0↑－～んopんαg〟5・〔Nり18〕：CoJα〃J叫仇玩0加，邦αJαCγ“5・〔N（）20〕：軸托CαJypfα，SgJむα乃Opγ祝ざ．  

〔No33〕：励んよ5～em叫エビ沌cんγOdeざ．   
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表30 アリ類の各属の生態分布（同定老‥久保出政雄）  

Table30 Ecologicaldistribution ofant genera（Hymenoptera‥Formicidae）（det・byM・KuBOTA）  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （H）   （Ⅰ）   

Environmental   
division   自  然  林   次 林  人工林  陽作 ∴次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地ノ工番号（Bo←No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

βfαCαm〝氾  ＋ ＋十十  ＋  

β0√んγOp州erα  ＋  

Pんe7doJoge才州  ＋十＋  ＋  ト  

0（fomナOpO7IPγα  ＋  ＋ ＋   ＋  

〃yγmeC汗旧  ＋＋ ＋  ト  

川〃／一両叫巾†JⅢ  ＋ ＋  ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋  

エビpJoge咽5  ＋  十 ＋ 十   ＋  ＋  

rγ7gJ呈伊ム0√ムγJ∫  ＋  十  ＋ ＋  ＋ ＋   ＋   ＋ ＋  

0／′gom〟γmPズ  ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋  ＋  ＋  ＋  

5け〟m′ge叩5  ＋  ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  ＋  ＋   ＋  ＋  ＋ ＋   －ト   

Poγ‡erα   十 ＋ 十  ＋ 十  ＋ 「  ＋  ＋                           」 十  ＋  ＋   

〃〟pOp州ビγα   」  十 ＋  十 十  十  十  十 ＋   ＋   

PJαg／oJepf5   ＋  」  十   十 ＋  十   

月れOC／leナ〟ざ   十  ＋  ＋ ＋  十  ＋   

βrαCん〟p州P和  十  十  ＋  

仇ddγf5わ1川沼  ＋  ＋  ＋  十＋  

乃pわ10〝氾   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   十 ＋十十   ＋  

d7IOpJoJp〆5  十  ＋ ＋                ＋  ＋  ＋ ＋   ＋ 十   ＋   十  ＋ ＋   ＋   

A）JダrムロぐムJざ  ＋   ＋ 十  ＋  ＋  ＋   －ト  

OdoHfo〝∽C／！′〟5  ＋  十＋＋  

PγJo710pP／Jα ＋ ＋  

PろpJdoJe  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋  ＋ ＋  十 ＋ ＋ ＋  ＋  十  ＋   

旅γαけどcんわ！α   ＋ ＋ ＋ ＋  ＋   十  〉卜 ＋ ＋ ＋  ＋1  ＋ト  ＋ ＋  十  ＋   

Cdmp州0ナ〟ざ   ＋ ＋  1 十 十  ＋   ＋   ＋  ＋ ＋   

Crem〟′ogαざfcr  十 ＋ ＋ ＋ 十 十 ＋  」   ＋  ＋  ＋  ＋  ＋   ＋   

Jr～do〝l〟rmeズ   ＋ ＋   」   ＋  ＋   ＋ ＋ ＋  ＋ ＋   

符けαmOγ∫〟5   ＋   ＋   ＋  ＋  ＋ 十   ＋  ＋  ト  ＋  十   

月0〃汀Jom〟γmぐ∫  十  ＋ －1〉 ＋  ＋  「  ト   十 ＋  

〃0〃OmOrf！Jm 」」 十  ト＋  

Ec√omomyr椚（7∫  ＋十  卜  

（ムr（JfocoJld〟Jα  ＋  ト十  

Empγ〟Op州e  ＋  ＋  十  

Tpc力nom〟γmeズ  」 1十  

∫m〃んね十m川∽  十 ＋  

rγαCカタme50pざ  ＋  

〃0γダブ〟∫  ＋  十  

l′もJ′e乃ゐor∫α  ＋  ＋  

用yγαCαCe5  ＋  ＋  

OecopムyJJα  ＋  十  

〟e50p州ビγα  ＋  ＋   

PγOCeγα～7〟m  ＋  

月んfzom呈／γmd  ＋  

C′αdom〟γ〝昭  ＋  

dpんα川Og〃5才ビr  ＋  

上九ceJfmop5  十  

〃eγdれ0〆1Jざ  ＋  

〃yγ仇Jcαγ才α  ＋  

5′～cJop州eγα  十  

〃yγmOナビγα5  ＋  

P5e〟doJαg′〟ざ  十  

rγfg㈹Ogα5Jeγ  ＋  

AemfぐJ〟5  十  

Glfα祝JαC〟5  」  

Cr王桝Op州e  十  

打力仙叩川＝  ＋  

属数合計Total  17 9 9211313101318  1414 715  8 8  2 6  1011  8 8  10 6 8  8 8 9 7 6  5 5 4 6  



371   

ものである。換言すれば，Ia群ほ環境破壊に最も敏感  

で，早く消滅するものであり，Ib群……If群と徐々に  

環境破壊に対する抵抗力が大きくなってゆく，という  

ことができる。  

ⅠⅠ群：人為的影響のほとんど及んでいない自然林か  

ら，人為的影響の最も大きい焼畑にいたるまで，あら  

ゆる環境区分に出現する生息幅の最も広い属の群であ  

る。これらの属ほ環境破壌に最も鈍感な群で，ボルネ  

オの熱帯多雨林域のあらゆる環境に見出されるものと  

いえよう。このような性質を示す属ほあまり多いとほ  

予想しなかったが，実際にほ24屈もの多くの属がこの  

群に該当したのは意外であった。  

ⅠⅠⅠ群：この群ほⅠ群のものと正反対に，自然林に  

ほほとんど生息せず，最も人為的影響の強い焼畑から  

逆方向に自然性の高まる方向に出現幅を拡げてゆくも  

ので，Ⅲa群は二次林にまで，Ⅲb群は低木林まで，  

Ⅲc群は焼畑にだけ生息しているものである。これら  

の属ほ自然林が破壊され，新しい人為的環境（代償植  

生や人工植生）が作られたことにより始めて出現して  

きたものと考えることができる。このような性質の属  

はⅠ群の属に比べてはるかに数が少なく，Ⅰ群の約  

1／5の数であった。  

ⅠⅤ群：二次林からチガヤ草原までの7環境区分の  

うち，ただ一つの区分のみに出現したもので，出現幅  

の最も狭い属群である。1環境区分にのみ出現すると  

いう点でほ，Ia群およびⅢc群もⅣ群に入れて考える  

こともできる。   

5．人為による植生の破壊とその回復過程における  

土壌動物の変化   

表31の環境区分の配列のしかたほ，すでに述べたよ  

うに，自然林から始まって自然性の低下にしたがっ  

て，つまり人為的干渉の強まりにしたがって順次4i  

へ，焼畑に終るように並べてあった。しかし，実際の  

植生の移り変り，すなわち遷移系列にしたがった見方  

をすれほ，自然林2）が伐採され，火入れが行われ，焼  

畑として利用され，地力が低下したあと放置され，チ  

ガヤ草原となり，やがて低木林を経て陽性二次林，二  

次林へという遷移をたどるものと考えられる。人工林  

と果樹園ほこのような遷移系列のいずれかの段階から  

（く枝”として出たものであるので，ここでほ一まず除  

外し，また海岸林も立地が異なるので別扱いしたほう  

がよい。自然林の伐採・焼畑化による植生の壊滅的な  

破壊状態から出発し，人間による利用から開放され，  

放置され，植生の自然の回復にともない，土壌中に生  

0（わ／Jf坤0／Zg／一α，几狐r7′エビCf′～α（カドフシアリ属）など  

の属は自然林に片寄った分布を示すものといえよう。  

しかし，これらの属の多くほ焼畑にも散発的にみいだ  

されている。かゆJorん呼か1川乙（トフシアリ属），⊥中一  

わgg型∫（クシヅメハリアリ属），フナなら少んofんrオズ（イ  

カリゲケブカアリ属），OJ∠go〃ひ”′エβJ（コツノアリ属）  

などほ自然林のほか代償林にもかなり生息するもので  

ある。更にチガヤ草原まで分布を拡げるものとして  

励r〟／ノエオgg7ひ∫（ウロコアリ属），fも刀g7‾α（ヒメハリアリ  

属），靭呼0〃ピrα（マドナシハリアリ属），乃αgわ／申f∫  

（チビキアリ属），A乃OCんg如，β′一αCわ少0乃g7一α（オオハ  

リアリ属）などがある。逝に，自然林にほほとんど出  

現せず，また焼畑にも少ない属として0〟α功一わ打〟′〃α  

（オガサワラウロコアリ属），T毎前例′ヱα（コヌカアリ  

属），A乃呼わJ申∠∫（ハヤアリ属），且）抄′‾んαCん～∫（トゲ  

アリ属）などがある。やや特異な分布を示すものとし  

て0‘ゐ〃か〃J‡αCん〟∫（アギトアリ属）および乃イ乃呼ビ／∠α  

ほ海岸林に集中しているようである。自然林から焼畑  

まで広範囲に生息するものとしてf勃gfゐ／ピ（オオズ  

アカアリ属），f払一αfrβCんわzα（アメイロアリ属），Cα〃ト  

♪0乃0如（オオアリ属），C7‾e′′エαわgα∫れγ（シリアゲアリ  

属）ほかの7属が認められた。以上のごとく，アリ類  

ほ環境区分に対応して，かなりほっきりした分布を示  

していると考えられる。   

4．環境区分に対応した分布を示す属群の抽出   

表3～表30には東カリマンタンの各種環境から見出  

された属を動物群ごとにリストアップし，その採集の  

記録をとどめるために，同定された全ての属を列挙し  

たが，それらの中にほ環境区分と対応した分布を示さ  

ないものも多く含まれていた。ここでは，環境区分と  

の対応関係が不明瞭な属はすべて除き，かなりほっき  

りとした対応をもって分布する属だけを，各動物群中  

から選別抽出し，それらをまとめて表31を作成してみ  

た。その結果，環境区分と出現幅の関係から，以下の  

ようにいくつかの群を識別することができた。   

Ⅰ群：他の環境区分への出現の様子ほさまざまであ  

るが，とにかく自然林にほ常に多く出現する属群であ  

る。これを更に細分するとIa～Ifの6群になる。Ia群  

は最も出現幅が狭く，ほとんど自然林にだけ生息する  

と考えられる属からなる1）。Ib群からIf群に向って段  

々に出現幅を拡げてゆく。Ib群は自然林のほか二次林  

にまで，Ic群ほ更に人工林・陽性二次林・果樹園にま  

で，Id群は更に低木林にまで，Ie群ほ更に海岸林にま  

で，If群は更にチガヤ草原にまで生息幅を拡げている  

1）Ia群の資格は，自然林3地ノた以上に出現し，他の環境区分には出現しないもの，二次林1地点に出現するが，自然林4   

地点以上に出現するもの，または人工林以下1地点に出現するが，自然林6地ノ克以上に出現するもの，とした。  

2）焼畑の前段階ほ必ずしも自然林とはいえない。   
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表31東カリマンタン地方における人為による自然環境の変化と土壌動物相の変化  

Table31Changeinsoilfauna under the humanimpactsin East Kalimantan region．  

環 境 区 分  ＝ユ  ＞   璽  ラ痙 て；】霞  牢  諸子  、1ヽ   

二可‾  d・  き存   
Envlronmental dlvlsion 菱  吏   H  苗  

Z 円  こ′〕  （■b   ヂ凱  〔′つ  
l■■づ  

l＝〉  こp・ l・1  士   ー・・・■  
【＝L   少  

く＞ ⊂＝  

ト■■ヽ  ＝】   
ヨ （■○  ーe rb  

t・く：   

けq  

■1   h  

く＝〉  ■■◆ヽ   
【Jつ  

白   （つ  

く＞ ーl （■b  

く＝〉  白   （＝  

（7〉  （「〉   けq  

▼■ト  
円 r■■ト   

l■■1   

p   
（‘b  ∈」  

8〉  

l‾h  

l■1  

⊂」  
【＝L   

【♪  

SoilanimalsGenus・（Order）  

AllochemesPseudoscorp．）  ×××   

Parholaspulus（Gamasida）  ×  ××  

CoざmOんprm…～α（Oribatida）  ＋  

OpJ5血叩ん川5（・・）  ×   × × × × × ×   ×  

PJαざmOムα才e5「・′）  ×××× ××  

Procapritermes（こIsopteral  ×  ××  

月ppJβ〟〃0由／p∫甘hy5anOptera）  ×  

Perigono（Coleoptera）  ×××××××   
PαγαJocoれ0才α（ ′′ ）   × × ×  ×  ×  

Ed叩ん〟ざ（ ′′ ）   × ×  × ×   ×  

Ia  × ×× ×  

5J～J血dpr〟Jrノ′）  ×× ×  

血糊卵油両：′）  × ××  

S晶ざα（り）  ×× ×  

丸拍朋肌（′′）  ×××  

0細eJ混ざ（・′）  ×××  
蝕前脚吊′′）  ××××××  ×  

PαrqC抑ノ擁er（′・1  ×  

P5eむdomo～～mu5（′・）  ×  

dder〟5（′′〕  ××××  
弛油前冊（一′）  ××× ×   

Bo！hroponera（Hymenoptera）  ） 

〃岬yαrJロ（Oribatida）   × × × × × × × × ×  × ×  ×  

田  × × × × × × × × ×  ×    ×  ＋  

拘Jorムop血m（Hymenopteral  × ×     × × ×  × ×   ×  

肋恒opo血（Araneae）  ×   × × × × ×   ×    ×   ××  

A［he［a（CoIeoptera）   ×）〈 ×   ×  ×  ×  

Ic  ×   ×  ×   ×  ×  ×   

CoJ扁5（ ′・）   × × ×  × ×   ×  ×  ×  

Trig［ypho［hr［x（Hymenopteral  × ×  × ×  ×  × ×  

Tyrannoch［honius：Pseudoscorp．）   

〃opJoze～eざ（Oribatida）   ×  × × ×  × × ×  × ×  × ×  ×  

GαJumn刷α（ ′′ 1   × × × × ×    × ×  × ×  ×  ××  ×  ×  

田  ×  

dpo〆opムor¢（ ′・）   ×  ×  × ×  

飯山烏k情（Coleoptera）  × × × × × × × × ×  × ×  ××   × ×  

Uropoda（Gamasida）  ×  × × × × ×  ×  × ×   ×  ×  ×  × ×  × ×  ×   ×  
Ie  
Oligomyrmex（Hymenoptera）  ×  ×   ×  

n  

OJ叩那∫〟ざ沌amasida）   × × ×   ×    × ×  × × × ×  × ×  ×   ×  ×‘×  × ×  × × × ×  

別odαCαruざr  ′′ ）   ×’ × × ×   × × × ×  ×   ×  ×  × ×  × ×   × × × ×  

Dolicheremaeus（Oribatida）  × × × × ×  × × ×  × ×   ×  ×  ×  × ×  × ×   ×  ×    ×  

〃0〆叩摘frdCαr〃ざ（ ′・）  ×    × × × × × ×  ×   × ×  × ×  ×  ×   ×  ×    ×  

椚嘲肌加宜α（＋・′ ）   ×     ×     × × ×  × ×  × ×   ×  × ×  × × ×  ×  ×  



rec加ep九e〟ざ（ ′′ ）   × × × ×     ×   ×   × ×   ××  ×  × × × ×  

5加OpJ…05Cね（Isopoda）   ×   × × ×   ×   ×  ××  

山叩Cfeg（Chilopoda）   × × × ×  × ×  ×   ×   ×  ×  

P¢r肌urα（CoIlembola）   ×   × × × ×   × ×  ×   × ×  ×   ×   × ×  ×     × ×  

‖  × ×   ×   ×   ×   × ×  ×  ×  ×   × ×  ×     × ×  

エ〃ゐ叫er勅？（B】attarjae）  ×  × × ×    × ×  × × × ×  ××   

P伽gr8（Hy∫”enOptera）   × × ×   × ×  × ×   ×  ×  × ×  ×  ×   ×  

餌Ⅷ融岬（〟）  ×   × × ×     × ×  ×   ×  ×  ×  × ×・   ×  

鞄po叩f5（Gamasida）  × × × × × × × × ×  × × ×  × ×  × ×  × ×  ×  × ×  × × × × ×  ×   ×  

Uγ00ムoue肋（ ′J）   × × × × × × × × ×  × × × ×  ×  ×  × ×  × ×  × ×  × ×   ×  × ×  

糾明巾偏（Actinedida）   × × × × × × × × ×  × × × ×  × ×  ×  

Pro恒e混作efeg（ ′′ ）  × × × × × ×   × ×  × × × ×  × ×  × ×  × ×  × × ×  × × × × ×  × × × ×  

×   ×  ×     ×  ×     ×  

E叩Odeざ（ 〟 ）   ×   × ×  × ×  × × ×   ×  ××  ×  × ×   ×  × ×   ×  

P…doc肌α∬α（ ′′ ）   ×   ×   ×   ×  × × ×  ×  ×  ×  ×     × ×  × × × ×  

弟血k如（Oribatida）   ××   ×  ×     ×  

ScんeJoγ混feざ（ 〝 ）  × × × × × × × × ×  ×   ×  × ×  × ×  × ×  × ×  ×  × × × × ×  ×     ×  

月0ざ加Ze～gざ（ 〝 ）   × × × × × × ×   ×  × × × ×  × ×  ×  × ×  ×  ×   ×  × × ×   ×     ×  

エα爪招β占抽∫（ 〝 ）   × × ×     × × ×  × × ×  × ×  ××  ×   ×   × ×  

田  ×  × ×  × ×．  ×   × ×  

CⅧ坤甲（ ′′ ）   × ×  × × × × ×  × ×   ×   ×  ×  ×   ×   ×  

エe函do叩川ざ（Col．1embola）  × × × × × × × × ×  × × × ×  × ×  × ×  × ×  × ×  × × ×  × × × × ×  × × × ×  

J50加仇fe眈（ ′／）   × × × × × × × × ×  × × × ×  × ×  × ×  × ×  × ×  X X X  ×   × × ×  × × × ×  

P5eudo5玩e仙（J′ ）  × × × × × × × × ×  × × × ￥  × ×  × ×  × ×  ×  ×   ×  × × × × ×  × × × ×  

Pγ0750rOmα（ ′′ ）   × ×   × × × × × ×  × × ×  × ×  ××  

FoJ50mfdeg（ 〝 ）   ×   × × × ×   × ×  × × × ×  × ×  × ×  × ×  × × ×  × × × ×  × × × ×  

×   

Xyloborus（Coleoptera）   × × × × ×  × × ×  ×   × ×  ××  × ×  ×     ×   ×  

鮎）ざ5id血（ 〃 ）   ×  × × ×    × ×  × × ×  ×  × ×  ×   × × ×  

PんピノdoJe（Hymenoptera）   ××  ×××   ×  

Pαγαけecん血（ ′′ ）   × × × ×    ×  ×  × × × ×  ××   × ×   × ×  ×     ×  

Cαmpの相加（′′）  ×  ×   ×  × ×  

駄印画（Araneae）   ×  ×   ×  × ×   ×  × ×  

郎qげJ川血（Collembola）  ×    ×  × ×  ××  ×  

B］a［1eLla（Blattariae）  ×   ×  × ×  ××  
t11a  

×  ×  

Schedorhinotermes（Isoptera）  ××  ×  ×  × ×  

Anoplolep（s（Hymenoptera）  ×  ××  ×   ×  × ×   ×  

T叩ざ乃0〝旧（′′）  ×   ×  ×   ×  ×   × × ×   ×  

川b  ×  ×  ×  ×  ×  

Tαぐん卵（Coleoptera）  ××  × × ×    ×××  

Scopaeus（Coleoptera）  ×  ×   ×〉〈×  

11Ic  ×××  

PeJocんαγe5（′′）  ××  

lαmαnね（Araneae）  ××  

Ⅳa  ×   ×××  

裾cゐe〃ゐ8Cムね（Co】eoptera）  ×××  

Ⅳb  × ×  

Ⅳe  × ×   

Ⅳd  ××  

ズenoJpf㈹（Pseudoscorp．）  ××  

〃e5ざαCαm5（Oribatida）  ××  

Ⅳe  ＼   ×  ×××  

Odontomachus（Jlymenoptera）  ×  ×××  

Pr山川Ope血（′′）  ××  

Ⅳf  × ×   ×  
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エα′Jひr～g∫，トビムシ顆のfも7一α乃〟7一α，Tわ／伽瑠fα，ゴ  

キブリ類のん血ゆ如一gJJα（？），アリ頼のfもれe～′α，ざ打－  

～川ヱなど′ひ∫ などが出現し，失われた自然林のメンバr  

の一部（25％）が回復してくる。一方，焼畑化によっ  

て新たに出現した劣悪環境を好む属群（Ⅲa～Ⅲc）の  

うち，Ⅲcの甲虫3属ほチガヤ草原になると消失して  

しまう。そして，代りにチガヤ草原に特有なヤドリダ  

ニ類の1属q′措み〟Jαが出現してくる。  

〔低木林〕チガヤ草原に低木が侵入し，やがて樹高  

4m前後の低木林の段階になると，地表に達する直射  

日光はかなりさえぎられ，ごく薄いが落葉落枝の堆積  

がみられるようになる。この段階でほ，If群に加え  

てId群およびIe群の動物，すなわち，カニムシ顆の  

乃7一α乃乃OC如み0乃f〟∫，ササラダニ類の 拘わgg≠g∫，  

G（Z7ぴ7Jヱ〃gJ／α，Aビア－0わC呼んg〟∫，4戸（ゆ～呼ん07一α，甲虫類  

の月α～7一夏∫～ggJα，ヤドリダニ類の Ur（少0（わ，アリ類の  

0〃gの′′ひ7一′′Jビュ が出現してくる。これで失われた自然  

林のメソ／ミ「（属）の41％が回復したことになる。焼  

畑やチガヤ草原においてみられたような，この環境区  

分（低木林）特有の属というものはみられない。  

〔陽性二次林〕生長の極めて速いアカネ科の樹木が  

20m程度に達し一応樹林の形をなすが，林内ほまだ明  

るく，土壌は未成熟の状態である。この段階になる  

と，If・Ie・Id群の動物に加えて，Ic群の動物す  

なわちクモ類のf如eナ‾坤0ゐ，甲虫類のA寂加，Aざ≠ピー  

乃㍑∫，CoJg〃∠∫，アリ類の 升な毎ん0班7－オズが出現し，  

失われた自然林のメンバ←の約半数が回復したことに  

なる。一方，環境破壊によって出現した属のうちⅢb  

群の動物，つまりクモ類の♪わJg乃f〟∫や甲虫類の7もー  

c／ひ∫が消滅し，代りに陽性二次林に特有なザトウムシ  

類の旦y／0（－ビ〟〟∫ が出現してくる。  

〔二次林〕樹林が更に成熟し，樹種も多様になり，  

林内もほるかに暗くなってくると，Ib群の動物，す  

なわちササラダニ頬のル払gッα7イα，甲虫類のエβ℃Uf∫f〟′′乙  

アリ額のβゆJo7一ゐ呼打〟′′乙が出現し，失われた自然林  

のメンバ「の57％程が回復したことになる。しかし，  

残りの43％，すなわちIa群の動物はまだほとんど回  

復しない。ただし，Bo－21の地点ほ低木林・陽性二  

次林を経て成熟してきた森林でほなく，白然林を間伐  

した林であり，ここだけほ他の二次林と異なって更に  

7属のIa群の動物が生息している。しかし，Ia群全  

21属のうちの半分以上の属ほ，人為による環境破壊に  

より消滅したまま二次林になっても回復せず，または  

自然林の間伐によっても消滅してしまう適応幅の狭  

い，弱い動物と考えられる。  

全般的にみると，ボルネオ低地の熱帯多雨林域にお  

思する動物がどのように変化してゆくかをみるため，  

環境区分の配列を，自然林・焼畑・チガヤ草原・低木  

林・陽性二次林・二次林の順に並べかえて整理してみ  

たのが図4である。以下，この順に従って，土壌動物  

の消滅・出現の様子を属単位に眺めてみることにす  

る。  

〔自然林〕ボルネオ（東カリマンタン）の低地の熱  

帯多雨林における本来の土壌動物相ほどのようなもの  

であろうか。その主要構成員ほ表31のl群（la～lf）  

とⅠ群としてまとめた属であると考えられる。この主  

要な動物相が他の地域の熱帯多雨林でどのように変化  

するか，カリマンタン地方の熱帯多雨林を特色づける  

構成員はどのようなものであるか，熱帯多雨林一般に  

共通の構成員はなんであるか，といった点について  

ほ，他地域の熱帯多雨林で広範な動物群にわたって属  

レベルの調査を行ったものがほとんどないので，残念  

ながら比較検討を行うことほできない。  

〔焼畑〕まず，自然林の焼畑化により，Ⅰ群の動物  

（Ia～If，51属）が全滅する（図3）。動物分頬群  

別にみると，甲虫類（17属），ササラダニ類（12属），  

アリ類（6属），ヤドリダニ類（4属），カニムシ類  

（2属），トビムシ類（2属），それにシロアリ類・ア  

ザミウマ類・クモ顆・等脚頼・ムカデ顆・ゴキブリ類  

（以上各1属）がこれに該当する。しかし，Ⅰ群とし  

てまとめた動物（24属）は残存する。その内訳はトビ  

ムシ類（6属），ケダニ頬（5属），ササラダニ類（4  

属），アリ類（3属），ヤドリダニ類・ムカデ類・甲虫  

類（以上各2属）である。焼畑化により消滅する属  

（Ⅰ群）が極めて多くある一方，焼畑化されてもなお  

生き残る白然林のメソ／ミー（属単位であるが）が24属  

もあることは全く予想外のことであった。更に興味あ  

ることほ，自然林にはほとんど見られなかったいくつ  

かの新しい動物が焼畑化によって出現してくることで  

ある。Ⅲ群（Ⅲa～Ⅲc，11属）としてまとめたもの  

が，それである。  

〔チガヤ葦原〕焼畑による作物栽培で地力が低下し  

た土地はそのまま放置され，やがてチガヤム7ゆピ7‾αね  

sp．の草原となる。東南アジア地方でalang－alangと  

呼ばれているこの草本によって一面に穫われた土地に  

は，しばらくの間，他の植物ほほとんど侵入できず，  

動物のすみかとしても劣悪な単純な環境ができあが  

る。   

それでも，土壌動物にとっては焼畑よりほいくらか  

すみよい環境となり，If群の動物，すなわちヤドリダニ  

類の0わgα7〝α∫〟∫，Rん0‘ゐcα7一〟∫，ササラダニ類の∂の－  

Jfrんβrβ〝ヱαgZJ∫，fブ（ゆ～呼如んわ一αCα7一〟∫，剥か混沌ぬ，苅－  

rわC呼んg～J∫，等脚類の 励g乃呼Jβ0乃0∫Cfα，ムカデ類の  

＿．■   
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ける人為による環境破壊の土壌動物相に与える影響は  

思ったより大きくなく，また動物相の回復も意外に速  

いと判断してよさそうである。そのことは，自然林を  

焼畑化しても，白然林土壌の主要構成員75属のうちの  

24属（32％）までもが焼畑に生存していること，低木  

林の段階でほ失われた自然林のメソ／ミー（Ⅰ群）の約  

40％が回復し，自然林の主要構成員の60％近くが生息  

していることなどからも立証されよう。日本の暖温帯  

・冷温帯域では，このようなことは到底考えられない  

ことであり，熱帯域における環境破壊と土壌動物相の  

変化を知る上でたいへん興味ある事実であると思う。  

摘  要   

1980年12月から1981年1月にかけて，ボルネオのイ  

ンドネシア領，東カリマンタンの熱帯多雨林域におい  

て，自然林から焼畑にいたるまでの人為的影響をさま  

ざまな程度に受けた環境33地点を選定し，土壌動物柏  

（軟体動物と節足動物）の組成的な変化を属レベルの  

同定に基づいて調査した。採集の方法はみつけどり法  

とツルグレン法を併用し，動物の同定は23名の分類の  

専門家の協力を得て行われた。その結果，次のような  

ことが判明した。  

1）軟体動物13属，節足動物695属が得られた。節  

足動物の中で属数の多い群ほ甲虫類（計220属，うち  

ハネカクシ科57属），ダニ類（計180属，うちササラ  

ダニ類101属），クモ類（計81属），アリ類（計55属）  

などであった。ザトウムシ類（計16属），等脚頼（9  

属），ゴキブリ類（13属），シロアリ類（15属）などの  

属数ほ他地域と比べて多く，熱帯の特徴を表している  

（表2）。   

2）環境区分（自然林・二次林・人工林・陽性二次  

林・果樹園・低木林・海岸林・チガヤ草原・焼畑）と  

土壌動物の属数との関係ほ多くの動物群であまり明瞭  

でなかった。平均合計属数ほ自然林で最高，焼畑で最  

低であったが，属数にそれほど大きな差ほない（自然  

林が2．3倍）。（表2）   

3）環境区分と対応した分布を示す属を多く含む動  

物群としてほ，ヤドリダニ類・ササラダニ類・シロア  

リ頼・ハネカクシ頬・アリヅカムシ類・アリ類の6群  

があげられた。これらの動物群は熱帯地方における環  

境指標生物としての利用価値が高いと思われる。その  

他の動物群は属レベルでほ環境区分と明瞭な対応を示  

すことが少なく，特にトビムシ頼やケダニ類の多くの  

属は驚くべき幅の広い生態分布を示した。（表3～表  

30）   

4）各動物群の中から，環境区分に対応した分布を  

示す属だけを抽出し（708属中から99属），整理した結  

果，自然林からチガヤ草原まで段階的に分布を拡げて  

ゆく属群（Ia～If群），全環境区分に広く出現する  

属群（Ⅱ群），自然林にほ出現せず，人為的影響の加  

わった環境に幅広く，またほ幅狭く出現する属群（Ⅲa  

～Ⅲc群），自然林と焼畑以外の環境の一つだけに特徴  

的に出現する属群（Ⅳa～Ⅳf群）などが識別された。  

（31表）   

5）自然林の伐採・焼畑化による植生の壊滅的破壊  

状態から出発し，チガヤ草原→低木林→陽性二次林→  

二次林という遷移系列にしたがった植生の回復と平行  

して，土壌動物の属組成も段階的に回復してゆくこと  

が確められた。具体的には，焼畑化により自然林の多  

くの属が消失し，一方自然林にほ生息していなかった  

少数の新たな属（Ⅲ群）の出現した状態から出発し，  

チガヤ草原でのIf群の回復・Ⅲc群の消失，低木林で  

のId・Ie群の回復，陽性二次林でのIc群の回復・  

Ⅲb群の消失，二次林でのIb群の回復という段階を  

得て，徐々に自然林の土壌動物組成に近づいてゆく。  

その回復の速度ほ温帯における場合にくらべてかなり  

大きいと判断される。  

Summary  

Change and recovery of soilfauna wereinvestigatedin different vegetations under  

various humanimpactsin Kalimantan，Borneo．Thirtythree stations were selected from  

naturalforests（A），SeCOndaryforests（B），artificialforests（C），yOungSeCOndaryforests（D），  

OrChards（E），SCrubs（F），maritime forests（G），bnperata－graSSlands（H）and shifting  

Cultivatedfields（Ⅰ）．The soilfaunain eachstation（aboutlOxlOm）was studied qualita－  

tivelyby means of the two methods：“Sieving”（two persons，One hour）and“extraction”  

（twolitersamples，Tullgrenfunnel，40W，tWO days）．Allthe soilarthropods and snails  

Wereidenti丘edin genericlevelby the23taxonomists aslistedin Table2．   

1）Of708genera collected，695generabelong toArthropodaand13generatoMollusca．   
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Most numerous genera were foundin Coleoptera（220genera），Acari（180genera），Aran－  

eae（81genera）and Formicidae（55genera）（Table2）．  

2）No clear relationshipwas found between the number of genera andenvironmental  

divisions，though the averrage totalnumber of genera was highestin naturalforests and  

lowestin shifting cultivated丘elds．  

3）Gamasida，Oribatida，Isoptera，Staphylinidae，Pselaphidae and Formicidae seem to  

be most sensitive to environmentalchanges by humanimpacts and these animalgroups  

COntain many genera which are distributedin a close connection with environmentaldivis－  

ions．On the contrary，mOSt genera Of Collembola and Actinedida（prostigmatid mites）  

have a wide range of ecologicaldistribution and were foundin any place．（Table3－30）．  

4）After selection and arrangement of the99genera distributedin close connection  

with environmentaldivisions，they were dividedinto severalgroups considering the range  

埼玉their ecologicaldistribution（GroupsIa－If，II，IIIa－IIIc，andIVa－IVfin Table31）．  

5）After the complete destruCtion of veget・ation by shifting cultivation，SOilfauna was  

found to recover step by stepits originalcomponents（Fig．4），adding generic groupIfin  

the stepof bnperata－graSSlands，IdandIein scrubs，Icin opensecondaryforests，andIbin  

SeCOndary forests．The chracteristic members of naturalforests，the groupIa，mOStly re－  

mained disappeared，however，in the secondary forests．On the other hand，SOme grOuPS  

of a few genera（groupsIIIandIV）newly appeared by cutting and burning of netural  

forests（Fig．3）．It may be said that the recovery of soilfauna was made fairly quickly  

in the tropicalrain forest area compared to casesin temperate forest area．  
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が，著者らの目指す研究の方向はこれとほ多少趣を異  

にし，自然環境の変化，特に自然への人間の干渉が土  

壌動物相に与える影響を見極め，先々ではそれを基に  

環境診断を行うことを考えている。熱帯アジアにおい  

て，このような観点から行われた研究ほ未だ非常に少  

なく，上に紹介した研究の中でほ，Greenslade＆Gr－  

eenslade（1977，1980）のソロモン島における森林，  

伐採火入れ後の裸地，サツマイモ畑の土壌動物相の比  

較，Takeda（1981）の北部タイにおける同様な比較  

（この場合の畑ほトウモロコシ畑）の二つの研究が該  

当するのみである。   

著者らほ，文部省科学研究費による海外学術調査  

「熱帯アジアの潜在自然植生図化の研究，とくに森林  

保全と持続的な利用の基礎として」の調査隊（隊長：  

宮脇 昭博士）に参加する機会を得，1980年12月12日  

～1981年1月12日までの1カ月間ボルネオ島の東カリ  

マンタン（インドネシア領）に滞在し，土壌動物の調  

査を行うことができた。著者らの最大の関心ほ熱帯多  

雨林の原生林の土壌動物であったが，同時に熱帯地方  

の特徴的な農業形態である焼畑にも大きな関心があっ  

た。わたしたちが訪れた東カリマンタン地方でも焼畑  

ほ相当の規模で行われており，Sotek村の周辺でほ森  

林を伐採して窯焦げになった樹幹が横たわる地面にイ  

ネやトウモロコシを栽培している真新しい焼畑を数多  

く見たし，Balikpapanのような大きな町の郊外にほ，  

焼畑として利用し，その後放置されて一面にチガヤ  

（現地でいう a】ang－alang）が生じた広大な草原をみ  

てきた。また，集落の周辺にほドリアンを主とした果  

樹園や小規模な人工林もあり，低木林や二次林とみな  

される林もあった。このように，人間の土地利用によ  

る植生のさまざまな変化にともない，土壌中の動物相  

がどのような影響を受けているだろうか。Pemantus  

山周辺の原生林の調査を終えたわれわれほ，引きつづ  

いて上記のような人為的影響を受けた環境での調査を  

も行ない，熱帯多雨林地域における諸種環境下の土壌  

動物群集の変化を「質的に」把握することを目的とし  

て研究を行なった。   

ここで「質的」といったのは，動物群集の「組成」  

の変化に着目したということである。日本における多  

くの調査経験から，環境の変化（特に人為的干渉によ  

る変化）によく対応するのほ土壌動物の生息密度の変  

化でほなく，種組成の変化である，との考えを深めつ  

つあったからである。自然への人為的干渉の度合いが  

強まるにつれ，土壌動物の生息量は必ずしも減少する  

とはかぎらない。ある場合には，人工的な環境での個  

体数が，より自然性の高い場所のそれをはるかに凌く、、  

ことも多い（渡辺，1967；Watanabe，1969；原田ほ  

か，1977）。また，環境が相当に悪化しているにもか  

かわらず，動物量がほとんど変化しないという場合も  

ある。このような現象が起るのほ，環境の悪化によっ  

て，ある特定な種が爆発的に増加して動物群全体の生  

息密度を高める結果になったり，種数や種組成を変え  

ながら，全体的には元の密度を保ったりすることがあ  

るからである（青木，1971；1976）。その機構はたい  

へん複雑で掃えにくく，学問的にほ興味のあることで  

あるが，環境診断を目的とする場合にほ，「量」を扱  

うと環境の劣化の方向と動物量の変化の方向が一致せ  

ず，現段階でほ混乱するのみである。   

これに対して，種組成に着目してみると，環境の段  

階的な悪化に応じて，種の段階的な脱落が起ることは  

ほぼ確実である（青木・原田，1977；青木，1979；  

1981）。また，劣悪環境になって新たに出現してく る  

種の存在も認められる。このような考えから，本調査  

でほ動物の個体数ほ算定しないが，分顆の精度を高  

め，従来の多くの研究にみられるような綱・目のよう  

な大まかな類別から一歩進んで属までの同定を行い，  

各動物群の属組成を重視し，環境の変化に応じてどの  

ような属が消滅（または出現）するかに着目すること  

にした。属よりも更に進んで種の単位まで分類するの  

が理想的ではあるが，分類学的に研究が甚だおくれて  

いる熱帯の土壌動物の多くの群を対象とした関係上，  

専門家の協力を得ても属までの同定が精一杯であっ  

た。  

（1）自然林から焼畑まで，人為的干渉の度合のさまざ  

まな環境における比較を行ったこと，（2）定量的なサン   

図1東カリマンタンにおける調査地域  

（●印）の位置  

Fig．1．Location of the threeinvestigated  

areas（●）in East Kalimantan．  



図2 調査地点の植生。人工林を除く各環境区分の代表例を示す。A）自然林（Camp Peman－   

tus附近，Bo－8），B）二次林（Waru，Bo－41），C）陽性二次林（Sotek北西，Bo－2），  

D）果樹園（Sotek，BoL12），E）低木林（Sotek，Bo－13），F）海岸林（Waru，Bo－42），  

G）チガヤ草原（Sotek，Bo－11），H）焼畑（Sotek，Bo－18）．  

Fig．2．Vegetation at theinvestigated sites，repreSenting each one of the environmental   

divisions except artificia】forest．A）Naturalforest（NearCampPemantus，Bor3），B）  

Secondary forest（Waru，Bo－41），C）Young secondary forest（NW of Sotek，Bo－2），  

D）Orchard（Sotek，Bo－12），E）Scrub（Sotek，Bo－13），F）Maritime forest（Waru，   

Bo－42），G）I”4）e7・ata－graSSland（Sotek，Borll），H）Shifting cultivated field（Sotek，  

Bo－18）．   
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図3 A）見つけどり法による採集，B）ありあわせの材料で組立てたツルグレン装置による動   

物の抽出，C）林内の地表面，D）地表の堆積有機物を順次（左から）剥いでみたところ   

（落葉層も腐菓屈もきわめて薄い），E・F）巨大なクマヤスデの一種勒ゐαg7－0∂g／〟∽sp．   

（球体化したときの直径ほ約4cm），G）無麹のホタルの一種（？），H）大形のアバラヤ  

スデの一種月rα砂rゐαC㍑∫Sp．  

Fig．3．A）Collecting of soilanimals by sieving and naked eyes，B）Tullgren apparatuses  

made of available materials．C）Forest floor．D）Forest floor gradually stripped or－  

ganiclayers from the surface（Lr，F－ and H－1ayers are very thin），E・F）A huge   

diplopod，St，haerobelu”lSP．（about4cnin diameter，Whenit conglobates）G）A   

wingless female of fire fly．H）Alarge diplopod，mab・7－hacus sp・   
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東京学芸大学助教授 堤 千里博士（チャタテムシ  

類）   

東京農業大学昆虫学研究室 岡島秀治博士（アザミ  

ウマ類）   

国立科学博物館昆虫第2研究室研究官 友国雅章氏  

（カメムシ類）   

東京大学医科学研究所客員研究員 田中和夫博士  

（オサムシ類）   

東京農業大学助教授 渡辺寿明氏（ハネカクシ類）   

夙川学院短期大学教授 沢田高平博士（ハネカクシ  

類）   

東京農業大学昆虫学研究室 田野口康彦氏（アリヅ  

カムシ類）   

鹿児島大学理学部教授 中根猛彦博士（甲虫類）   

元相洋高等学校教頭 久保田政雄氏（アリ類）   

また，現地での移動，機材・標本の運搬，宿泊などに  

関して，三菱商事株式会社およびBalikpapan Forest  

Industry の方々に多大の便宜をほかっていただいた  

ことは，熱帯における調査経験のほとんどない著者ら  

にとって大きな助けとなった。更に，京都大学名誉教  

授吉井良三博士，東京医科歯科大学教授加納六郎・今  

立源太良の両博士には熱帯における動物調査につい  

て，いろいろ有益な御助言をいただいたし，東京大学  

助教授松本忠夫博士にほ入手困難な文献を見せていた  

だいた。今回の調査隊の隊長・宮脇 昭博士ならびに  

植生調査を担当された隊員の方々にとっては，我々動  

物調査隊員ほ色々な点で足手纏になったと思われる  

が，それにもかかわらず，調査の遂行上さまざまな御  

教示と御配慮をいただいた。以上の方々に心から厚く  

御礼申しあげたい。  

Ⅰ 調査地の概要  

本調査の行われた地域はボルネオ島のインドネシア  

領（Kalimantan）の東カリマンタソ（Kalimantan Ti－  

mur）にあり，Balikpapan周辺，Sotek周辺（Bali－  

kpapanからRiko 川を北西に約30km沸ったとこ  

ろ），およびPemantus山周辺（Sotekから西北西に  

約45km）の3カ所である（図1）。ほぼ赤道直下（南  

緯10前後）で，低地の熱帯多雨林域に入る。調査地お  

よびその周辺の植生については，植生班の調査結果  

（本誌本号，p．219～340）を参照されたい。各調査地  

点の概要については表1に一括して示してある。  

Ⅰ 方  法  

前述したように，本調査は定性的調査を目的とした  

ので，生息密度はわからなくとも，調査地点に生息す  

る種をできるかぎり逃すことなく集めることが必要で   

プリングほ行わず，単位面積あたりの動物量に関する  

データが全く提出されていないこと，（3）多くの動物群  

のほとんどについて属まで分類同定の精度を高めたこ  

と，この3点が良きにつけ悪しきにつけ，従来の熱帯  

地方における土壌動物の研究にほあまり類をみない本  

研究の特色である。  

謝  辞  

本研究において扱った土壌動物は軟体動物門と節足  

動物門に属する合計9綱24日の分類群にわたり，これ  

らをすべて分顆同定することほ，とても著者ら二人の  

力の及ぶところでほない。そこで，ササラダニ顆以外  

の動物は全てそれぞれの動物群の分類の専門家（23  

名）にお送りし，属レベル（一部は科レベル）での同  

定をお願いしたところ，心よくお引受けいただいた。  

本来ならば，これらの方々も共著者になっていただく  

べきところかもしれないが，種以下の詳しい分類や記  

載についてほ分類の専門家の将来の御研究にゆだね，  

ここには属までの同定結果を使用させていただき，そ  

れらを整理して生態学的な検討を加えることをお許し  

いただいた。ここに各専門家のお名前と同定依頼動物  

群名を記し，それらの方々の御好意と寛大なお気持に  

対して深甚なる謝意を表する次第である（お名前ほ動  

物の記載順）。   

東海大学海洋学部教授 波部忠重博士（陸貝類）   

鶴見女子高等学校教諭 佐藤英文氏（カニムシ類）   

広島大学名誉教授 鈴木正将博士（ザトウムシ類）   

松山東雲短期大学助教授 石川和男博士（ヤドリダ  

ニ類〔イトダニ類を除く〕）   

長崎西高等学校教諭 平松信夫氏（ヤドリダニ類   

〔イトダニ類〕）   

松山東雲短期大学助教授 芝 実氏（ケダニ類）   

Turku大学生物学科教授 Dr．P．Lehtinen（真正  

クモ類・ヤイトムシ頼）   

富山市科学文化センタ←学芸員 布村 昇氏（等脚  

類）   

都立′」、岩高等学校教諭 篠原圭三郎氏（ヤスデ類）   

鶴見女子高等学校教諭 高野光男氏（ムカデ類・ヤ  

スデ類・ヤスデモドキ類・結合類）   

筑波大学生物科学系大学院 町田龍一郎氏（シミ類）   

九州大学理学部生物学教室 田中真悟氏（トビムシ  

顆）   

国立科学博物館昆虫第2研究室主任研究官 山崎柄  

根博士（直麺類・ハサミムシ煩・カマキリ煩）   

元国立予防衛生研究所衛生昆虫部長 朝比奈正二郎  

博士（ゴキブリ類）   

九州大学農学部助教授 森本 桂博士（シロアリ類）  
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きなかったので，本研究からほ除外してある。また，  

直麺類・チャタテムシ類・カメムシ類については幼若  

虫が多いなどの理由で属までの同定が不可能であった  

ため，料レベルの同定結果に基づいて取り探った。そ  

の他の動物についてほ，一部不明属を含みながらも，  

すべて属レベルでの同定結果を得ることができた。  

1．土壌動物相の全般的特徴   

著者らほ日本国内においてほ高山帯から亜熱帯にい  

たるあらゆる環境の土壌動物調査を手掛けてきたが，  

日本に存在しない熱帯域における調査体験は皆無であ  

った。それだ捌こ，いざ熱帯の自然にじかに接し，落  

葉下をさく“り，倒木を起こし，土を掘りかえす作業を  

始めてみると，熱帯の土壌動物群集の歴然とした違い  

が強烈な印象となって感じとられた。先にも述べたよ  

うに，本調査でほ定量的調査を行なっていないが，そ  

れぞれの動物群の多さ・少なさは感覚的に十分認識さ  

れた。「感覚的な認識」などというデータを伴なわな  

いことは非科学的で，論文に書くべきでほないかもし  

れないが，この新鮮で強い印象を書き記さないでおく  

ことほ残念であるので，以下簡単に箇条書きにしてお  

く。  

（1）土壌動物が少ないこと   

熱帯多雨林といえほ動植物の豊庫というイメージが  

強く，土壌動物も極めて豊富に生息しているものと思  

いがちであるが，著者らの調査したカリマンタン地方  

でほ極めて貧弱なファウナを示し，意外の感をいだい  

た。Wallwork（1967）ほ熱帯多雨林の土壌動物の特  

徴として，温帯に比べて大形動物の生息数が多く，小  

形節足動物の生息数が少ないことを述べている。小形  

節足動物の大多数を占める二つの動物群，すなわちダ  

ニ類とトビムシ類のうち，熱帯においてはトビムシ類  

の個体数が非常に減少することは，熱帯で調査を行な  

った研究者のほとんどが認めていることであり（Stric－  

kland，1945；Imadat6＆Kira，1964；Beck，1971；  

Chiba et al．，1975；Takeda，1981ほか），そのために  

小形節足動物全体の生息密度が大きく低下することは  

十分考えられる。しかし，大形土壌動物についても，  

著者らは非常に貧弱な印象を受けた。例外はアリとシ  

ロアリで，この二つの動物群がいかに熱帯で豊富であ  

るかは，すでに多くの研究者に指摘されているところ  

であるが，その他の大形動物は種類・個体数ともに極  

めて少なかった。調査の時期は雨期にあたり，土壌動  

物の多いほずの季節であったし，各地点でほ落葉・土  

壌・倒木・朽木・草の根ぎわ・石下とあらゆる場所を  

二人で1時間懸命に探して採集する方法をとったにも  

かかわらず，シロアリ・アリを除いてくく動物のいない  

ある。そのために，各調査地点でほ約10×10mの区割  

を設定し，その中で二つの異なる方法を併用して土壌  

動物の採集を行なった。第1の方法（見つけどり法）  

ほ，落葉を掻きわけたり，倒木を起したりしながら見  

出された動物を採集する一方，地表の堆積有機物（落  

葉・落枝・朽木など）および土壌表層部を白布の上で  

飾にかけ，肉眼で見つかる範囲の大きさの動物をピン  

セットまたは吸虫管で採集する（図3A）。この作業  

を二人で約1時間続ける。第2の方法（ツルグレン  

法）1）ほ，堆積有機物および土壌表層部をなるべく広  

範囲から拾い集めて約1．5£の資料とし，袋に入れて  

持ち帰り，ツルグレン装置に投入し動物を分離抽出す  

る。CampPemantusおよびSotek周辺で採取した資  

料ほ当地にあるBalikpapan ForestIndustryのゲス  

トハウス内に設置したツルグレン装置に，Balikpapan  

周辺で採取した資料はHotelBalikpapanの客室内に  

設置したツルグレン装置に，おそくとも採取日の翌々  

日までに投入し，60W電球で2日間照射した。ここで  

使用したツルグレン装置の構造は図3Bに示してあ  

る。バケツを改造した本体，照明用傘，電球用ねじこ  

みソケットほ日本から持参し，電軌 コード，ソケッ  

ト，釘，ひも，板ほ現地で調達し，本体をほめこむ枠  

ほ林内の枯木を利用して組立てた。第1，第2の方法  

とも，採集された動物は約80％エチルアルコール入り  

のポリ瓶に入れ，日本へ持ち帰った。  

Ⅲ 結  果  

見つけどり法およびツルグレン法の二つの方法によ  

って33の調査地点から得られた土壌動物は，貧毛綱・  

腹足綱・妹形綱・甲殻綱・眉脚綱・倍脚綱・少脚綱・  

結合綱・昆虫綱の9綱にわたった。これらの動物は専  

門家の同定を受けるため，類別作業を行い，ミミズ類  

・陸貝類・サソリ頼・カニムシ頼・ザトウムシ類・ヤ  

ドリダニ類・ケダニ類・ササラダニ芙頁・コナダニ類・  

ホコリダニ類・クモ類・ヤイトムシ類・等脚類・端脚  

類・カマアシムシ類・トビムシ類・コムシ類・シミ類  

・直麺類・ハサミムシ頼・カマキリ類・ゴキブリ疑・  

シロアリ顆・チャタテムシ類・アザミウマ類・カメム  

シ瑛・鱗麺類（幼虫）・双麺類（幼虫）・甲虫類（成  

虫）・甲虫類（幼虫）・アリ頼にわ仇 甲虫頼（成虫）  

は更にオサムシ科・ハネカクシ科・アリヅカムシ科・  

その他の甲虫に細分した。   

以上のように類別した動物群のうち，ミミズ類・サ  

ソリ類・コナダニ類・ホコリダニ類・カマアシムシ類  

・コムシ類・鱗麺類（幼虫）・双麺類（幼虫）・甲虫類  

（幼虫）についてほ専門家に同定を依頼することがで  

1）青木（1978）の拾取り法と同じであるが，ここでは見つけどり法と対比させてツルグレソ法と呼んでおく。   
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森”という感を非常に強くした。その原因ほ，おそら  

く落葉落枝層・腐菓層・腐植層という土壌動物のすみ  

かとして最も重要な土壌表層の堆積有機物の層が極め  

て薄いこと（図3C，D参照）にあると考えられる。  

（2）土壌動物が小形であること   

熱帯多雨林には大形の土壌動物がたいへん多いとい  

う先入観をもっていたが，それは必ずしも正しくない  

ことがわかった。まず，ミミズほ体長5cm以下の小  

さいものがほとんどで，日本でごくふつうにみられる  

10cm以上のものほ極めて少ない。カニムシ・クモ・  

ダニ・等脚類・ヤスデ・ムカデ・甲虫にしても，日本  

の温帯～亜熱帯にみられるものにくらべて，′ト形のも  

のがはるかに多い。これは前項でものべたように，地  

表の堆積有機物層の発達が極めて悪いため，中形～大  

形の動物が潜む間隙が少ないせいではないかと思われ  

る。ただし，温帯～亜熱帯でほ絶対に見られないよう  

な特大形の動物が，決して多くはないが，いくつか生  

息しており，その巨大な姿を眼にすると，ほじめて熱  

帯にいる実感が湧いてくる。それらの巨大種ほ，アリ  

・ヤスデ（図3－E，F，H）・マドボタル（図3－  

G）などにみられた。  

（3）端脚類がいないこと   

日本の温帯から亜熱帯にかけて，やや湿度の高い土  

壌中にほ甲殻類の端脚日（ヨコエビまたほハマトビム  

シの顆）に属する動物が活発に跳びはねるのをみかけ  

る。どのような環境にもいるものではないが，決して  

珍しい，特殊な動物でほない。特に，日本の暖地や  

小笠原諸島の土壌にほかなり多く生息しているので，  

熱帯地方にも多いものと思われたが，今回のボルネオ  

における33の調査地点のうち，端脚目が採集されたの  

ほBo－37の海岸林1地点のみであり，しかもたった1  

頭であった。ボルネオ島マレーシア債のサラワクにお  

けるCollins（1980）の調査でも，端脚目ほ全く採集さ  

れていない。この点を強調した研究者ほいないように  

思うが，熱帯においてほこの目の動物の生息が極めて  

少ないものと考えられる。同じ甲殻類の等脚目につい  

ても，日本の暖温帯や亜熱帯でほ極めて優勢な動物群  

であるので，熱帯でほ更に優勢になるものと思われた  

が，むしろ減少しているようである。このようなこと  

から，亜熱帯を頂点として隆盛を極める動物群も存在  

するのでほないかと思われる。  

（4）倒木下・石下にほなにもいないこと   

日本の森林や草原においては，地表に横たわる倒木  

や朽木や石などの下ほ土壌動物の絶好のすみかとなっ  

ており，特にそのような場所に集中して生息していた  

り，昼間のかくれ家として利用する動物が多い。しか  

し，カリマン㌧タこ／地方においてほ，倒木おこし，石お  

こしなどの採集法ほ徒労に終ることが多かった。有機  

物の少ない粘土質の土壌が強雨によって流れ，倒木の  

下や石の下にくまなく侵入するため，そこには動物の  

生息のための隙間ができず，べとついた状態になって  

しまう。このため，倒木下や石下に生息できるのはシ  

ロアリ類のみということになるらしい。一方，地面か  

ら浮き上っている枯木の樹皮下にほ，実に多様な節足  

動物が生息していることも判明した。   

2．出現属数と環境   

各専門家によって同定された属の数を動物群ごと，  

調査地点ごとに集計して示したのが表2である。表の  

上段左右方向に並ぶ調査地点ほ環境区分にしたがって  

いくつかにまとめられている。ここで行なった環境区  

分でほ，植物群落の構造が最も複雑で豊かな自然林を  

左端に，順次右へ人為的影響の強まりとともに，群落  

構造が単純で貧弱になるように配列してある。動物群  

の区分についてほ，必ずしも同一の分類単位にこだわ  

らず，ほとんどのものが日の単位で分けられてほいる  

が，あるものは綱またほ科の単位でまとめられてい  

る。   

見つけどり法およびツルグレン法によって33地点か  

ら得られた軟体動物と節足動物の属数は合計708属で，  

このうちの695属が節足動物であった（ただし，直麺  

類・チャタテムシ類・カメムシ頼についてほ科単位の  

同定しか行われなかったので，属数の集計からは除外  

されている）。各環境区分内での平均値からみると，  

出現属数は自然林と二次林で最も多く（平均134．3～  

136．9属），ついで低木林，果樹園および人工林で多く  

（平均114．0～118．5属），海岸林，陽性二次林，チガ  

ヤ草原，焼畑で少なくなっている（平均59．8～87．0  

属）。   

出現属数が自然林で最も多く，焼畑で最も少なかっ  

たことほ予想通りであったが，（1）自然林の属数と焼畑  

の属数の数の開きがそれほど大きくないこと（約2．3  

倍），（2）陽性二次林や海岸林よりも人工林・果樹園・  

低木林で属数が多いこと，（3）チガヤ草原の属数が陽性  

二次林や低木林の属数とあまり違わないことなど，い  

くつかの予想に反した結果が得られた。各動物群につ  

いてほ，以下順次述べてゆくが，自然林で属数が最も  

多い傾向をかなりはっきりと示したのは甲虫類の3群  

のみ，自然林と代償植生（二次林・人工林・陽性二次  

林・果樹園・低木林）において草地・畑地よりも属数  

が多い傾向をはっきり示したのがヤドリダニ類・ササ  

ラダニ類・シロアリ類・オサムシ類のみで，残りの18  

群についてほ環境区分と属数の間に一方向的な明瞭な  

差をみいだすことができなかった。   

以上のように，属数についてみた場合にほ，環境区   
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分との間に明瞭な関係を把挺することが困難であるこ  

とが判明したので，次の解析手段として，動物群ごと  

に属の出現状況を環境区分と関連づけて眺めてみよう  

と思う。   

3．動物群別にみた各属の生息状況と環境   

属まで（一部ほ科まで）の同定結果を整理し，各動  

物群ごとに，土地利用のちがいによる植生環境の変化  

との関連をみるための表（表3～表30）を作成した。  

表の左右列は表2の場合と同様な環境区分にしたがっ  

た。海岸林の一部ほ自然林とみなされるものではある  

が，内陸部の自然林の隣りに置くと動物の出現状態が  

うまくまとまらず，むしろ人為的影響の強い低木林の  

隣りに置いたほうが結果的によくまとまった。これほ  

土壌動物が人為的干渉の強弱のみならず，植物群落の  

高さ，複雑さ，豊かさに関連して属組成を変化させて  

いることを示すものかもしれない。   

蓑の上下列，つまり動物の属名の配列については，  

動物相の調査報告書一般にみられるような系統分類学  

上の配列をやめ，属名を自由に上下に入れ換えつつ，  

特定の環境区分と結びつきを示す属，ある幅の環境に  

片寄った分布を示す属などがそれぞれまとまって浮び  

上るように配列した（例えば表6）。この方法ほ植物  

社会学で行う群落組成表の作表方法にヒントを得たも  

のであるが，ここでほ左右列（環境区分）の配列を最  

初から決めてしまっているので，意味合いは異なって  

いる。ただし，かなり多くの属ではこの方法を行なっ  

ても，まとまりを示す属群が見い出せず，そのような  

場合にほ属名を単に出現頻度（出現地点数）の高い順  

に上から並べてある（例えば表3），また属名の確定  

しない属（新属にされるべきものを多く含む）につい  

ては，ここでほ取り上げないことにした。ただし，属  

数の集計値にほこのような不明属も勘定に入れてあ  

る。  

（1）陸貝類（腹足綱Gastropoda）〔表3〕   

波部忠重博士の同定により計13属が確認された。す  

べて見つけどり法により採集されたものである。全体  

的にみて出現頻度が低く，13属中9屈までが1地点に  

しか出現していない。そのため環境との関連を検討す  

ることはむつかしい。最も多くの地点にみいだされた  

のはヤマタニシ科のPfgroりCJof㍑∫で，自然林にほみ  

られなかったが，二次林・人工林・果樹園・チガヤ草  

原・焼畑などに，頻度は低いながら広くみいだされ  

た。次いで，オカチョウジガイ科のふ‘∂〟／わ‡αが多く  

みいだされたが，これは人為的影響の強いところを好  

む貝のように思われる。  

（2）力＝ムシ類（カニムシ目Pseudoscorpionida）  

〔表4〕   

佐藤英文氏の同定により計6属が確認された。大部  

分はツルグレン法により抽出されたものである。この  

類の分布傾向ほ比較的ほっきりしており，ヤドリカニ  

ムシ科のAJわcゐg”7g∫は自然林3地点からみいだされ  

たが，他の環境からほ全く発見されなかった。ツチカ  

ニムシ科の乃′rα乃乃のC如ん0乃よ〟∫ほ自然林から低木林ま  

でのほとんどの地点に生息していたが，海岸林・チガ  

ヤ草原・焼畑にほみいだされなかった。カニムシ頼に  

ほ海岸地帯にのみ生息するものがかなり知られている  

が，本調査におけるサバクカニムシ料の 滋乃0砂f〟′′ヱ  

は正にそのようなカニムシであるらしく，海岸林にし  

か出現していない。コケカニムシ科の入b乃乃0み∠∫f〟∽  

ほ自然林から焼畑まで広く出現し，特に環境区分とは  

表3 陸貝類の各属の生態分布（同定老：渡部忠重）  

Table3 Ecologicaldistribution of snailgenera（Gastropoda）（det・by T・HABE）  

環境区分  
Environmental  

（A）   （B）  （C）  （D） 陽性  （H）   （Ⅰ）  

division  自  然  林   二二次林   

調査地点番号（（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  1 2  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

P才eγOCyCJorぴ5  ＋＋  ＋   ＋  ＋  

5祝ム祝Jf乃α  ＋   ＋  ＋   

勒ββ0拍  ＋  ＋  ＋  

Acんα～わ旧  ＋  ＋  

〟ycγOCy5才f氾α  ＋  

加opo5  ＋  

エe卯OpOm  ＋   

エfαγde～～α  ＋  

AJJopeαざ  ＋  

エαetノぎcα祝J∫ざ  ＋  

〟eJα乃Ofde5  ＋  

角両元  ＋  

βγαdyゐαeJ∽  ＋  

属数合計Total  0 0 0110 0 0 0  4 011  11  11  10  01  131  12 0 2 0  10 01   
（A）’Naturalforest  （D）Youngsecondary forest  （G）Maritime forest  
（B）Secondary forest  （E）Orchard  （H）Imperata－graSSland  
（C）Artificialforest  （F）Scrub  （Ⅰ）Shifting cultivated field   
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表4 カニムシ類の各属の生態分布（同定老：佐藤英文）  

Table4 Ecologicaldistribution of pseudoscorpion genera（Pseudoscorpionida）  

（det．by H．SATOl  

環 境 区 分   （A）   （B）  （C）  （D）  （E）  （F）  （G）   （Hl   （Ⅰ）   

Environmenta）   
自  然  林   

division  
二次林  人工林  陽性 二次林  果樹園  低木林  海岸林  チガヤ草原  焼 畑   

調査地一た番号（Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  ′18202633   

Tbγα醐OCんfんomf祝5  十 ＋ 十 ＋ 十 十 ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋  ＋  ＋ 十  ＋ ＋  十 ＋   
肋氾乃0占≠5血m  ＋  ＋十 ＋   ＋  十   ＋  

AJJocんeγ乃e5  ＋＋＋  
ズe乃OJp川m  ＋ ＋  

〟JcγOCreαgγよぎ  ＋   

鞄附加肌？  ＋   

属数合計Tota】  2112 2 2 2 31  12 21  01  11  13  11  110  0 0 0 01  0 0 01   

表5 ザトウムシ類の各属の生態分布（同定老：鈴木正将）  

Table5 Ecologicaldistribution of opilionid genera（Opiliones）（det．by S．SuzuKI）  

環境区分  

Environmental  
（A）   （B）  （C）  （D） 陽性  （H）   （Ⅰ）  

division  自  然  林   ∴次林   

調査地点番引Bo－No．）  3 4 5 8141516 6 7  17213441  1025  12  1239  1319  273742  2430291131  18202633   

上九り一ぐナノ甘ざ  ＋ ＋＋  ＋  

ゐJmo∬∫ざ  ＋＋＋  －ト  

rざ亡んαetJ5  ＋＋  」  ＋  

エ0占㈹yCん～〟m  ＋＋  ＋  ＋  

0れCOp混ざ  ＋  ＋   ＋   

S才yJoceJJw5  ＋＋  十  

〟eferoepe血れ祝5  ＋  十  

（這greJJα  ＋  

Zepe血几祝J〃ざ  ＋  

仇叩卯か肌  ＋  

〟αCrO（∫αmpeけぴβ  ＋  

Sf〝氾Jαrf混ざ  ＋  

E山血加ゎ川前肌  ＋  

β叩αre5  ＋  

（わeJy抽5  十  

属数合計Total  01212 3 2 0 0  ・312 3  11  12  11  0 2  0 01  01010  0 0 0 0   

ちの3地点から得られており，これほ鈴木正将博士か  

らの私信によれほ，新属の可能性のあるものだとい  

う。  

（4）ヤドリダ＝類（ヤドリダニ目Gamasida）  

〔表6〕   

石川和男博士および平松信夫氏の同定た 

が確認された。すべてツルグレン法による採集品にも  

とづくものである。ヤドリダニ頬の分布は環境区分と  

の対応をかなりよく示しており，表6では，このよう  

な観点からいくつかの属群を区別することができた。  

まず，自然林から海岸林・低木林まで分布し，チガヤ  

草原・焼畑にはほとんど出現しない属として，Uro－  

♪0ゐ（イトダニ属），nイ卯乃〟′一呼0‘わ（トリゴソダニ  

属），且飽croごんgJg∫（ハエダニ属），G‘Ⅰ′′ヱα∫少ん0∠虎∫（コ  

シボソダニ科の一属），Gα〝まα∫gJJ〟∫（アイノダニ属）  

などが認められた。これらの属よりも更に分布を拡げ  

関係のない分布様式を示した。  

（3）ザトウムシ類（メクラグモ目 Opiliones）  

〔表5〕   

鈴木正将博士の同定により計15属が確認された。熱  

帯地方のザトウムシ頬の多様さを示している。全記  

録1）の約85％が見つけどり法により，残りの約15％が  

ツルグレン法によるものである。出現頻度は全体に低  

く，あまりほっきりしたことはいえないが，か〟J如－  

J／〟∫（アッサムザトウムシ科の一属），a該傲狙お（アカ  

ザトウムシ科の一属）の2属は自然林・二次林からし  

か得られておらず，人工林以下焼畑までの人為の影響  

の強いところからほ出現していない。5－砂わceJJ〟∫（ダ  

ニザトウムシ科の一属）は陽性二次林のみに見いださ  

れたが，このような出現のしかたをした動物は今回の  

調査で極めて少なかった。なお，表中には記してない  

が，アカザトウムシ科の未確定属が二次林4地点のう  

．
 
 
．
：
．
－
」
 
 

1）「全記録」とは，ある属が，ある調査地点から，ある方法によって発見されたという記録を全て合計したもの。   




